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安
芸
高
田
市
の
歴
史
を
た
ど
る

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る

中
世
安
芸
高
田
を
伝
え
る

佐
々
井
厳
島
神
社
の
中
世
資
料
（
二
）

佐
々
井
厳
島
神
社
の
中
世
資
料
（
二
）

さ　

さ　

い
い
つ
く
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

日
本
最
古
の
玉
殿

　

前
号
で
紹
介
し
た
八
千
代
町
佐
々
井
に

あ
る
厳
島
神
社
の
本
殿
に
は
、
現
在
５
基

の
玉
殿
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
玉
殿
は
神

社
の
御
神
体
を
納
め
る
小
建
築
の
こ
と
で
、

市
内
に
は
八
千
代
町
や
吉
田
町
な
ど
に
中

世
期
の
も
の
で
は
２０
基
以
上
の
玉
殿
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
井
厳
島
神
社
の
玉
殿
は
、
昭
和
６２

年
か
ら
の
調
査
で
、
そ
の
５
基
の
建
築
年

代
が
１４
世
紀
か
ら
１５
世
紀
と
判
明
し
、
平

成
３
年
に
県
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
最
も
古
い
の
が
第
一
殿
（
写
真
１
）

で
す
。
建
築
様
式
か
ら
１４
世
紀
前
期
に
さ

か
の
ぼ
る
も
の
で
、
神
社
本
殿
形
の
玉
殿

と
し
て
は
日
本
最
古
の
も
の
で
す
。
今
の

と
こ
ろ
、
安
芸
高
田
市
内
で
日
本
最
古
と

呼
べ
る
唯
一
の
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
玉
殿
も
、
第
二
殿
・
第
四

殿
が
１４
世
紀
末
か
ら
１５
世
紀
初
の
建
築

様
式
、
第
三
殿
は
扉
に
文
安
２
年
（
１
４

４
５
年
）、
第
五
殿
も
扉
に
文
和
２
年
（
１

３
５
３
年
）
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
玉
殿
は
、
宮
島
・
厳
島
神
社
の
正
統

的
な
形
式
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
中
世
建

築
の
特
徴
を
よ
く
伝
え
て
い
ま
す
が
、
第

五
殿
の
側
面
に
は
日
本
で
も
最
古
の
使
用

例
と
な
る
本
蟇
股
（
蛙
の
脚
の
よ
う
な
形

を
な
す
装
飾
部
材
が
蟇
股
で
、
そ
の
内
側

を
く
り
貫
い
た
も
の
）
が
あ
り
、
そ
の
先

進
性
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
井
厳
島
神
社
玉
殿
は
、
平
成
１８
年

３
月
２１
日
か
ら
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
（
千

葉
県
佐
倉
市
）
で
開
催
さ
れ
る
企
画
展「
日

本
の
神
々
と
祭
り
│
神
社
と
は
何
か
？
―
」

に
日
本
を
代
表
す
る
玉
殿
の
一
例
と
し
て

３
基
が
出
品
さ
れ
る
予
定
で
す
。　

参
考
文
献

・『
広
島
県
文
化
財
調
査
報
告
第
１８
集
』

・『
広
島
県
文
化
財
ニ
ュ
ー
ス
』

　

第
１
６
７
号

ぎ
ょ
く
で
ん

ほ
ん
か
え
る
ま
た

ぶ
ん
あ
ん

ぶ
ん
な

写真３　第５殿扉の墨書

写真１　日本最古の佐々井厳島神社玉殿・第一殿
　　　　鎌倉時代末期　高さ約１ .８ｍ

写真２　佐々井厳島神社玉殿・第五殿
　　　　南北朝時代
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▽
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可

愛
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５
年
）、▽
谷
廣
憲
利（
郷
野
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５
年
）、
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餅
川
亜
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（
郷
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小
４
年
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、
▽
京
極
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刈
田
小
５
年
）、▽
岩
村
明
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美
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里
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年
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年
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新
家
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６
年
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、
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土
井
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）、▽
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本
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６
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）、▽
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立
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４
年
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知
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６
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▽
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６
年
）
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謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

　

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
一
昨
年
３
月
１
日

に
合
併
し
て
、
本
年
３
月
１
日
に
満

２
年
を
迎
え
ま
す
。
新
し
く
出
発
し

た
安
芸
高
田
市
は
た
く
さ
ん
の
課
題

を
か
か
え
て
い
ま
す
が
、
合
併
建
設

計
画
に
か
か
げ
た
計
画
を
一
歩
一
歩

実
施
し
て
い
く
こ
と
が
第
一
と
考
え

ま
す
。

　

施
設
の
面
で
は
、
本
年
２
月
に
は

向
原
町
に
ベ
ッ
ド
５０
床
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
が
完
成
し
ま
す
。

　

本
庁
舎
に
隣
接
し
て
建
設
す
る
、

第
２
庁
舎
・
総
合
文
化
保
健
福
祉
施

設
に
つ
い
て
は
、
市
民
検
討
委
員
会
、

議
会
特
別
委
員
会
な
ど
広
く
市
民
の

皆
様
の
意
見
を
反
映
し
て
、
実
施
計

画
に
入
っ
て
い
ま
す
。
本
年
４
月
に

は
着
工
の
は
こ
び
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　

広
域
葬
斎
場
に
つ
い
て
は
、
議
会

特
別
委
員
会
で
検
討
中
で
、
早
い
時

期
に
方
向
を
決
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

柱
に
「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
心
的
役
割
を
果
た
す
の
が
、
市
内

に
生
ま
れ
て
い
る
３２
の
地
域
振
興
会

の
組
織
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

振
興
会
で
は
、
行
政
に
要
求
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
自
分
た
ち
で
で
き
る

こ
と
は
自
分
た
ち
で
行
う
、
で
き
な

い
こ
と
は
行
政
へ
、
と
い
う
意
見
を

聞
き
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

道
路
交
通
網
は
、
南
の
芸
備
線
、

県
道
広
島
三
次
、
市
の
中
心
を
貫
く

国
道
５４
号
、
北
の
中
国
自
動
車
の
整

備
が
進
み
、
さ
ら
に
昨
年
整
備
路
線

に
昇
格
し
た
「
地
域
高
規
格
道
路
・

東
広
島
高
田
線
」
は
向
原
吉
田
間
が

測
量
に
入
っ
て
い
ま
す
。
地
権
者
の

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
、
高
田
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
と
東
広
島
で
山
陽
自
動
車
道

に
結
ぶ
自
動
車
専
用
道
路
で
、
将
来

は
安
芸
高
田
市
か
ら
東
広
島
市
へ
の

通
勤
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
交
通
基
盤
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、

住
む
の
に
は
条
件
の
良
い
「
田
園
都

市
・
安
芸
高
田
」
の
夢
が
実
現
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
明
る
い
希
望
あ
る
、
安

芸
高
田
市
建
設
に
向
け
て
、
本
年
も

が
ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の

皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

安
芸
高
田
市
長

児
玉　

更
太
郎

　

安
芸
高
田
市
民
の
皆
様
、
明
け
ま

し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市

民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
で
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、

常
日
頃
か
ら
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

昨
年
は
内
外
と
も
に
多
難
な
年
で
あ

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
皆
さ

ん
の
声
を
的
確
に
市
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
私
ど
も
の
責
務
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ゴ
ミ
処
理
や
環
境
問
題
、
更
に
、

高
齢
化
を
中
心
と
し
た
福
祉
対
策
な
ど
、

こ
れ
か
ら
克
服
す
べ
き
課
題
は
山
積

し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
当
面
の

課
題
と
し
て
は
、
第
２
庁
舎
建
設
や
、

葬
斎
場
建
設
等
、
合
併
関
連
事
業
を

か
か
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
方
々
の

御
協
力
な
く
し
て
は
、
何
ひ
と
つ
解

決
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
今
年

も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

近
年
の
国
の
進
め
て
い
る
三
位
一

体
改
革
は
、
地
方
財
源
を
大
幅
に
削

減
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
自
治

体
に
と
っ
て
は
、
今
後
の
運
営
を
不

可
能
に
し
か
ね
な
い
ほ
ど
大
変
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

当
市
が
来
た
る
べ
き
分
権
型
社
会

に
お
い
て
自
立
し
、
役
割
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ま
ち
に
一
緒
に
生
活
し
て
い

る
皆
様
が
、
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
と
実
感
し
、
よ
そ
の
人
た
ち

に
は
、
あ
そ
こ
の
ま
ち
に
是
非
住
み

た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
地
域
づ
く

り
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、

と
い
う
の
が
、
今
年
も
、
私
に
課
せ

ら
れ
た
大
き
な
テ
ー
マ
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
私
は
、
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
、
一

丸
と
な
っ
て
、
風
雨
強
か
る
べ
き
明

日
に
向
か
っ
て
、
一
生
懸
命
、
住
民

と
行
政
が
奏
で
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、

「
人　

輝
く
・
安
芸
高
田
」
の
将
来
像

の
実
現
を
目
指
し
、
前
進
を
続
け
る

決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
安
芸
高
田
市
民
の
皆
様

の
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
議
会
議
長

松
浦　

利
貞

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
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松本　皓太さん

（高校２年生）

　中学校のときは柔道部。

アーチェリーは数回、みつ

やの里アーチェリー教室で

体験をしたことがある程度

だった。吉田高校に入学し、

とりあえず３年間がんばっ

てみようと、アーチェリー

部を選んだ。今ではアーチェ

リーの魅力にはまり、何よ

りも、アーチェリーが楽し

いという。時間があると、

音楽を聴きながら用具の手

入れを行う。家でついたお

餅が大好物で元気の源にな

っている。

矢に想いを込めて
－この地にアーチェリーを広げたい－

矢に想いを込めて
－この地にアーチェリーを広げたい－

アーチェリーを知っていますか？

オリンピックでも競われている全世界的な競技

です。世界を相手にがんばっている、中村仁さ

ん（現近畿大学）も、吉田高校時代はひたむき

にがんばっていました。そして、仁さんに続けと、

アーチェリーに一生懸命取り組んでいる人たち

がいます。「安芸高田にはアーチェリーもある」

その人たちの取り組みを追いかけました。

吉
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部

　

秋
の
岡
山
国
体
に
出
場
し
、３
月
に
静
岡

県
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ
広
島
県
代
表
と
し

て
出
場
す
る
選
手
が
吉
田
高
校
に
い
ま
す
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
本
皓
太

さ
ん
で
す
。高
校
か
ら
本
格
的
に
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
を
始
め
、今
で
は
中
国
地
方
を
代
表
す

る
選
手
に
な
り
ま
し
た
。今
年
が
飛
躍
の
年
。

一
気
に
全
国
に
そ
の
名
前
を
広
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
競
技
の
魅
力
は
、ど
真
ん
中
に
当
て

た
と
き
の
喜
び
。風
を
読
み
、距
離
が
ピ
タ
リ

と
合
い
、ま
さ
に
狙
い
ど
お
り
矢
が
放
て
た

ら
一
種
の
快
感
に
な
る
と
い
い
ま
す
。そ
の

喜
び
を
知
っ
て
し
ま
い
、ど
っ
ぷ
り
と
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
の
世
界
に
は
ま
り
ま
し
た
。

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
体
調
や
気
持
ち
が
大
き

く
左
右
す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。調
子
が
良
い

と
き
は
狙
っ
た
ら
外
す
気
が
し
な
い
く
ら
い

思
い
通
り
に
射
て
ま
す
が
、体
に
何
か
の
違

和
感
が
あ
っ
た
ら
、ど
う
や
っ
て
も
思
う
よ

う
に
射
て
な
い
そ
う
で
す
。大
会
に
向
け
て
は
、

ど
う
体
調
を
整
え
て
、そ
の
調
子
を
上
げ
て

い
く
か
が
難
し
い
と
こ
ろ
だ
と
い
い
ま
す
。

　

３
月
の
大
会
で
は
上
位
入
賞
を
果
た
し
、

日
本
代
表
と
し
て
世
界
大
会
へ
行
く
こ
と
が

今
の
目
標
で
す
。そ
の
た
め
に
毎
日
、弓
を
引

い
て
い
ま
す
。「
せ
っ
か
く
修
学
旅
行
で
パ
ス

ポ
ー
ト
を
取
っ
た
の
で
、９
月
に
メ
キ
シ
コ

で
開
催
さ
れ
る
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
に
行
き
た
い

で
す
ね
」笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
で
も
、年
間
の
い
ろ
い
ろ
な
大
会

で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
残
せ
ば
、北
京
五
輪

に
出
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。し
か
し
、本

当
の
狙
い
は
次
回
の
ロ
ン
ド
ン
。「
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
出
て
、金
メ
ダ
ル
を
と
る

こ
と
が
夢
で
す
」と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。そ
し
て
、吉
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

部
の
偉
大
な
る
先
輩
、中
村
仁
さ
ん
の
こ
と
は
、

「
目
標
と
す
る
人
」と
い
い
ま
す
。高
校
で
は

入
れ
違
い
で
一
緒
に
通
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

で
き
れ
ば
大
学
は
同
じ
大
学
に
進
み
た
い
と

考
え
て
お
り
、先
輩
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
得
た

い
そ
う
で
す
。そ
し
て
い
つ
か
は
超
え
た
い
、

ど
ん
ど
ん
高
い
場
所
を
目
指
す
安
芸
高
田
市

の
ホ
ー
プ
で
す
。

道 具道 具
チェストガード

矢を放つ時、矢や弦が

服に当たって方向をぶ

れさせないためにつけ

る胸当て。

アームガード
引いた弦を離したときに、腕

をこするためにおこるけがを

防ぐ。弓を持つほうの手首か

ら上につける。

サイト
狙いを定めるための目印にす

る道具。弓につける。距離に

よってこのサイトを調整して

打ち出し角度を図る。「この

距離ではこの位置に」目盛り

がついている。

スタビライザー
弓を安定させるために取り付

ける道具。弦をまっすぐ引き

やすくなったり、射った後の

振動を防いだりする役割を果

たす。

ハンドル
弓を握る部分。金属製（アル

ミの削りだし）でできている。

リム
ここがしなる部分になる。以

前は木製だったが、現在はカ

ーボンファイバーやグラスフ

ァイバー素材でできている。

弦
伸びにくく軽いも

のが使われている。

（超高分子量ポリ

エチレン製等）

クイーバー
矢を入れる入れ物。ベルトが

ついていて、腰からぶら下げる。

選手たちは思い思いにかざり

つけ、個性を出している。

タブ
弦を引くほうの指につける。

弦から指を守るための道具。

まつもと　　　こう　た

特 集

決
め
ら
れ
た
距
離
か
ら
矢
を
放
ち

的
に
当
た
っ
た
合
計
点
数
を
競
う

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
数
１０
ｍ
離
れ
た
的

に
向
け
て
矢
を
放
ち
、
ど
れ
だ
け
的
に
当

て
ら
れ
る
か
、
的
に
当
た
っ
た
合
計
点
を

競
う
競
技
で
す
。
中
央
に
描
か
れ
て
い
る

円
が
一
番
高
い
点
で
す
。
そ
こ
か
ら
外
へ

広
が
る
ご
と
に
点
数
が
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

競
技
の
方
法
は
主
に
２
方
式

 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
体
力
や
体
格
で
勝
負

が
決
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
の
で
、
競

技
で
は
だ
れ
に
で
も
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
大
会
は
大
き
く
分
け

て
２
つ
の
方
式
に
分
か
れ
ま
す
。

■
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド

 

定
め
ら
れ
た
距
離
（
男
子
の
場
合
は
９０
・

７０
・
５０
・
３０
ｍ
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３６
本
ず
つ
矢

を
放
ち
、
参
加
者
全
員
で
合
計
点
を
競
い

ま
す
。
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
試

合
方
法
で
す
。

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
す
。
予
選
を
シ

ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ま
た
は
７０
ｍ
ラ
ウ
ン

ド
（
７０
ｍ
を
７２
本
射
つ
）
で
行
い
、
１
・
２
・

３
回
戦
ま
で
は
１８
本
、
準
々
決
勝
以
降
は

１２
本
放
ち
合
計
点
を
競
い
、
勝
ち
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
こ
の
方

式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
こ
の
方
式
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。

屋
外
で
の
大
会
と
屋
内
で
の
大
会
が
あ
る

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
屋
外
と
屋
内
（
体
育

館
）で
開
催
さ
れ
る
大
会
と
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
で
の
大
会
で
は
、
選
手
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
矢
を
放
ち

ま
す
。
例
え
ば
距
離
。
的
か
ら
離
れ
れ
ば

矢
が
描
く
放
物
線
は
大
き
く
な
り
、
少
し

上
へ
矢
を
放
ち
ま
す
。
ま
た
風
や
雨
な
ど

自
然
現
象
も
影
響
し
、
一
本
ご
と
に
状
況

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

１１
月
か
ら
３
月
く
ら
い
の
寒
い
時
期

に
は
屋
内
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
屋
内
で

開
催
さ
れ
る
大
会
は
１８
ｍ
と
距
離
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

点
数
に
差
が
つ
き
や
す
い
の
は
、
自
然

の
影
響
が
出
や
す
い
屋
外
で
の
大
会
だ

と
い
い
ま
す
。

距
離
が
近
づ
く
ご
と
に
小
さ
く
な
る
的

　

距
離
に
よ
っ
て
的
の
大
き
さ
が
異
な
り

ま
す
。長
距
離（
９０
・
７０
ｍ
）で
は
、的
の
直
径

が
１
２
２
㎝
。
短
距
離
（
５０
・
３０
ｍ
）
で
は

８０
㎝
、屋
内
で
の
１８
ｍ
の
距
離
で
は
４０
㎝
と
、

近
づ
く
に
つ
れ
て
的
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、こ
の
的
の
中
に
あ
る
最
高
点（
１０
点
）

の
大
き
さ
は
、
的
の
大
き
さ
の
１０
分
の
１

で
す
。屋
内
の
競
技
で
は
１８
ｍ
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
４
㎝
の
中
央
円
を
選
手
た
ち

は
狙
い
ま
す
。

決
め
ら
れ
た
距
離
か
ら
矢
を
放
ち

的
に
当
た
っ
た
合
計
点
数
を
競
う

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
数
１０
ｍ
離
れ
た
的

に
向
け
て
矢
を
放
ち
、
ど
れ
だ
け
的
に
当

て
ら
れ
る
か
、
的
に
当
た
っ
た
合
計
点
を

競
う
競
技
で
す
。
中
央
に
描
か
れ
て
い
る

円
が
一
番
高
い
点
で
す
。
そ
こ
か
ら
外
へ

広
が
る
ご
と
に
点
数
が
下
が
っ
て
い
き

ま
す
。

競
技
の
方
法
は
主
に
２
方
式

 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
体
力
や
体
格
で
勝
負

が
決
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
い
の
で
、
競

技
で
は
だ
れ
に
で
も
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
が

あ
り
ま
す
。
現
在
、
大
会
は
大
き
く
分
け

て
２
つ
の
方
式
に
分
か
れ
ま
す
。

■
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド

 

定
め
ら
れ
た
距
離
（
男
子
の
場
合
は
９０
・

７０
・
５０
・
３０
ｍ
）か
ら
そ
れ
ぞ
れ
３６
本
ず
つ
矢

を
放
ち
、
参
加
者
全
員
で
合
計
点
を
競
い

ま
す
。
以
前
か
ら
取
り
組
ま
れ
て
き
た
試

合
方
法
で
す
。

■
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド

　

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
す
。
予
選
を
シ

ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ま
た
は
７０
ｍ
ラ
ウ
ン

ド
（
７０
ｍ
を
７２
本
射
つ
）
で
行
い
、
１
・
２
・

３
回
戦
ま
で
は
１８
本
、
準
々
決
勝
以
降
は

１２
本
放
ち
合
計
点
を
競
い
、
勝
ち
上
が
っ

て
い
き
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
こ
の
方

式
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
こ
の
方
式
が
主
流
に
な
っ
て

い
ま
す
。

屋
外
で
の
大
会
と
屋
内
で
の
大
会
が
あ
る

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
屋
外
と
屋
内
（
体
育

館
）で
開
催
さ
れ
る
大
会
と
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
で
の
大
会
で
は
、
選
手
た
ち
は
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
矢
を
放
ち

ま
す
。
例
え
ば
距
離
。
的
か
ら
離
れ
れ
ば

矢
が
描
く
放
物
線
は
大
き
く
な
り
、
少
し

上
へ
矢
を
放
ち
ま
す
。
ま
た
風
や
雨
な
ど

自
然
現
象
も
影
響
し
、
一
本
ご
と
に
状
況

は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

１１
月
か
ら
３
月
く
ら
い
の
寒
い
時
期

に
は
屋
内
で
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
屋
内
で

開
催
さ
れ
る
大
会
は
１８
ｍ
と
距
離
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

点
数
に
差
が
つ
き
や
す
い
の
は
、
自
然

の
影
響
が
出
や
す
い
屋
外
で
の
大
会
だ

と
い
い
ま
す
。

距
離
が
近
づ
く
ご
と
に
小
さ
く
な
る
的

　

距
離
に
よ
っ
て
的
の
大
き
さ
が
異
な
り

ま
す
。長
距
離（
９０
・
７０
ｍ
）で
は
、的
の
直
径

が
１
２
２
㎝
。
短
距
離
（
５０
・
３０
ｍ
）
で
は

８０
㎝
、屋
内
で
の
１８
ｍ
の
距
離
で
は
４０
㎝
と
、

近
づ
く
に
つ
れ
て
的
は
小
さ
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、こ
の
的
の
中
に
あ
る
最
高
点（
１０
点
）

の
大
き
さ
は
、
的
の
大
き
さ
の
１０
分
の
１

で
す
。屋
内
の
競
技
で
は
１８
ｍ
離
れ
た
と

こ
ろ
か
ら
、
４
㎝
の
中
央
円
を
選
手
た
ち

は
狙
い
ま
す
。

矢（アロー）
アルミとカーボンの２重構造

のものが現在の主流。羽はフ

ィルムなどで作られている。

矢先はステンレス。矢には１

本ごとに名前が書かれている。

放たれた矢は時速２００キロ

ものスピードが出る。そのた

め矢が受ける衝撃はとても大

きい。消耗品になってしまう。

競

技

競

技
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前重　慶多さん
（１年生）

試合とかに行って他校にアーチェリ

ーを通じての友だちができたらうれ

しいだろうなと思います。

川近　友輝さん
（２年生）

体調や気の持ちようで、射ち方や感

覚が変わってきます。自己管理がで

きないといけないところが大変なと

ころです。

　

吉
田
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
は
１
・
２
年
生

５
名
の
部
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
部
の
目

標
は
、
団
体
で
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出

場
す
る
こ
と
。
顧
問
の
金
川
真
二
先
生
か
ら
言

い
聞
か
さ
れ
て
い
る
「
練
習
す
れ
ば
練
習
し
た

だ
け
の
結
果
が
つ
い
て
く
る
。
広
島
で
一
番

に
な
り
た
か
っ
た
ら
、
そ
の
練
習
を
し
た
ら

よ
い
。
全
国
で
一
番
に
な
り
た
か
っ
た
ら
、
そ

の
練
習
を
し
た
ら
よ
い
」
部
員
た
ち
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
人
の
目
標
と
、
部
と
し
て
の
目
標
を

持
っ
て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
吉
田
高
校
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
あ
る
か

ら
入
学
し
た
い
と
い
う
人
が
い
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
だ
ろ
う
な
…
」
あ
る
部
員
が
言
い
ま

し
た
。
地
域
の
中
学
校
か
ら
で
も
、
他
の
地
域

の
中
学
校
か
ら
で
も
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
高
い

志
を
持
つ
人
が
集
ま
る
よ
う
な
部
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
設
備

は
ほ
と
ん
ど
整
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
、
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
が
強
い
の
で
、
選
手
た
ち
が
集

ま
っ
て
く
る
よ
う
な
部
に
し
て
い
き
た
い
そ

う
で
す
。
今
は
そ
の
目
標
に
向
け
て
部
と
し
て

の
土
台
を
築
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
金
川
先
生
か
ら
受
け
た
教
え
を
ず
っ

と
後
輩
た
ち
へ
受
け
継
ぎ
、
強
い
吉
高
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

中
学
生
も
練
習
に
参
加

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
に
興
味
を
持
っ
た
中
学
生

た
ち
は
、
吉
田
高
校
へ
練
習
に
や
っ
て
き
て
い

ま
す
。
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
も
い

れ
ば
、
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
か
け
も
ち
を

し
て
い
る
生
徒
も
い
て
、
取
り
組
み
の
状
況
は

違
い
ま
す
が
、
高
校
生
た
ち
に
混
じ
っ
て
、
高

い
レ
ベ
ル
で
の
練
習
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
本
君
は「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

を
取
り
組
む
に
は
、
早
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
高
校
か
ら
始
め
た
の

で
、
来
て
い
る
中
学
生
た
ち
が
う
ら
や
ま
し
い

と
思
い
ま
す
」
中
学
生
た
ち
は
、
高
校
生
の
射

ち
方
を
見
て
、
追
い
つ
き
た
い
と
が
ん
ば
り
、

高
校
生
た
ち
は
、
後
輩
に
は
負
け
ら
れ
な
い
と

奮
起
し
て
。
夢
や
目
標
に
向
け
て
、
今
日
も
弓

を
引
い
て
い
ま
す
。

偉
大
な
る
先
輩　

中
村
仁
さ
ん

　

吉
田
高
校
へ
入
学
と
と
も
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

を
本
格
的
に
始
め
、
金
川
先
生
の
指
導
と
本
人

の
努
力
で
め
き
め
き
と
力
を
つ
け
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
高
校
３
年
生
の
と
き
、
静
岡

国
体
で
少
年
男
子
の
部
で
個
人
・
団
体
と
も
優

勝
し
、
高
校
生
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
近
畿
大
学
在
学
中
で
す
。
昨
年
は
世

界
学
生
選
手
権
大
会
へ
出
場
し
、
団
体
３
位
・

個
人
４
位
と
い
う
成
績
を
収
め
て
い
ま
す
。
ま

た
今
年
は
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
選

手
権
大
会
に
全
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

し
た
。

広
島
県
の
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

主
な
大
会
は
土
師
で
開
催

　

高
校
の
３
大
大
会
と
い
わ
れ
る
５
月
の
選

手
権
大
会
、
６
月
の
県
総
体
、
１０
月
の
新
人
戦

は
す
べ
て
八
千
代
町
土
師
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は
ど
な
た
で

も
見
学
し
、
声
援
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㈰スタンス
【足がまえ】

的から定められた距離をあらわす
線（シューティングライン）をまたぎ、
的に対してやや右開きぎみに立つ。
足の幅は肩くらい。自然体で立つ。

㈪セット
【胴がまえ】

スタンスを基礎とし、肩・腰を確
認し、下半身の安定を図る。両肩
の力を抜いてリラックスする。

㈫ノッキング
【矢つがえ】

矢をクイーバーから抜き、弦につ
がえ、押し手のグリップ、引き手
の取りかけを確認する。

㈬セットアップ
【打ち起こし】

グリップを決め、弓を垂直に持ち
上げて、的に向かってまっすぐに
左手を伸ばす。

西川　英晴さん
（２年生）

良い点がでたらうれしいです。逆に

１点でも相手より少ないと負けてし

まいます。くやしさも次への活力に

なると思います。

藤田　一磨さん
（１年生）

当たったら次もあてようという気持

ちになります。当たったときのこと

が忘れられなくてやっています。

㈭ドローイング
【引き分け】

左手をしっかりと伸ばしたまま、
右手で弦を引いていく。弦を引く
のには下半身の力も大事。土台が
しっかりしていないと強い矢は射
てない。

㈮フルドロー
【会】

引き手をあごやくちびる、鼻につけ、
毎回同じ位置まで引く。サイトを
のぞき狙いを定め、押し手は的の
ほうへ、引き手は後方にしめるよ
うに伸び合う。

㈯リリース
【離　れ】

弦を離して矢を放つ。指が弦にひっ
かからないよう自然に離す。指を
すっと後ろへ抜くように肩やひじ
を使う。なるべく弦に抵抗をかけ
ない。

㉀フォロースルー
【残　身】

射ち終わった後、今射ち終わった
矢がちゃんと射てたか確認の動作。
同じ目標へ射ち込んでいくため、
同じ動作を繰り返す。

けい　たゆう　きひではるかず　ま

射ち方射ち方
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　９月２３日（祝）甲田町湧永満之記念体育館で、ハンドボールの日

本リーグが開催され、湧永製薬がトヨタ車体に２４対２０と勝利を

収めました。翌日に開催された小学校ハンドボール大会に出場す

る小学生たちも試合を見学。試合後には湧永・トヨタ車体両チームの

選手によりサイン会やハンドボール講習会が開催されました。

　講習会では、低学年と高学年に分かれてパスとシュートの練習

を行いました。講習の前、「確実にシュートが決められるようにな

りたい」と話してくれていた子どもたちは、守備役になっていた憧

れの日本リーガーをかわして、シュートを打つ練習をしました。

確実にシュートが決められるようになりたいです
湧永とトヨタの選手たちのハンドボール講習会

DIC80

　
「
介
護
保
険
制
度
が
な
か
っ
た
ら
、
妻
か
私
か
ど
ち
ら
か
が
仕
事
を
や
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
制
度
の
お
か
げ
で
や
め
る
こ
と
な
く
、
私
は
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ

ま
し
た
。
今
の
時
代
、
た
い
て
い
が
共
働
き
で
す
。
共
働
き
で
、
自
分
の
親
を
み
て
い
く
場

合
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
家
族
で
協
力
し
て
い

な
い
と
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
」

久
保　

博
靖
さ
ん　

談

み
つ
や
の
里

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

　

日
曜
日
の
午
後
、
子
ど
も
た
ち
が
吉
田

運
動
公
園
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
楽
し
み
に

集
ま
っ
て
き
ま
す
。
教
え
て
い
る
の
は
吉

田
町
の
中
村
幸
輔
さ
ん
。
中
村
仁
さ
ん
の

お
父
さ
ん
で
す
。
毎
週
日
曜
日
の
午
後
２

時
か
ら
２
時
間
、
練
習
を
行
い
ま
す
。
今
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
全
員
で
８
名
が
登

録
し
て
お
り
、
天
候
が
良
い
日
は
外
の
射

場
で
練
習
し
、
雨
や
雪
の
日
は
室
内
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
参
加
料
は
無
料
で
、

興
味
が
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

道
具
は
吉
田
運
動
公
園
に
あ
る
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
セ
ッ
ト
を
使
い
ま
す
。
畳
に
貼
り
付

け
ら
れ
た
的
に
向
か
い
、
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
矢
を
射
つ
中
村
さ
ん
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
私
自
身
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
ま
っ
た

く
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
と
の
関
わ
り
は
、
仁
の
影

響
で
す
。
仁
が
や
り
た
い
と
言
い
出
し
、

み
つ
や
の
里
へ
も
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
最
初
は
送
迎
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、

弟
の
龍
と
一
緒
に
私
も
矢
を
射
っ
て
み
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
が
高
校
へ

行
き
本
気
で
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
私
も
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
動
く
よ

う
に
な
り
、
も
う
ど
っ
ぷ
り
と
は
ま
り
こ

ん
で
し
ま
っ
て
い
ま
す
」
み
つ
や
の
里

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
の
お
世
話
も
先
輩
か

ら
譲
り
受
け
、
都
合
の
つ
く
限
り
開
催
し

て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
を
守
る

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
行
う
上
で
大
切
な
こ

と
は
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
だ
と
い
い
ま

す
。
み
つ
や
の
里
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
は

「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
楽
し
む
」
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
絶
対
に

や
っ
て
は
い
け
な
い
約
束
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
に
弓
や
矢
を
向
け
な
い
こ
と

で
す
。
け
が
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
か

ら
で
す
。
中
村
さ
ん
は
、
冗
談
で
も
や
っ

て
い
た
ら
、
厳
し
く
叱
っ
て
や
め
さ
せ
ま

す
。
遊
び
は
遊
び
な
の
で
す
が
、
ル
ー
ル

だ
け
は
守
る
。
最
初
に
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
だ
け
は
伝
え
て
い
ま
す
。

　

あ
と
道
具
を
大
事
に
す
る
こ
と
も
し
っ

か
り
と
伝
え
ま
す
。
み
ん
な
が
使
う
道
具

で
す
。
壊
れ
た
ら
次
の
を
使
え
ば
よ
い
と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ぼ
く
が

道
具
を
直
せ
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
つ
ぶ

れ
な
い
よ
う
に
、
大
事
に
使
わ
せ
て
い
る

ん
だ
よ
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
と
て
も
大

切
な
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
高
校
へ

　
「
し
っ
か
り
と
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
楽
し

い
と
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
よ
い
と
思
い
ま

す
」
と
中
村
さ
ん
は
い
い
ま
す
。
楽
し
く

な
い
と
上
手
に
な
り
た
い
と
い
う
向
上
心

が
で
て
き
ま
せ
ん
。
中
村
さ
ん
は
高
校
に

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
が
あ
っ
て
、
し
っ
か
り

と
し
た
指
導
者
が
そ
こ
に
い
て
、
中
学
生

で
も
希
望
す
れ
ば
高
校
の
練
習
に
参
加
で

き
る
環
境
が
で
き
た
こ
と
が
と
て
も
大
き

い
と
考
え
ま
す
。
み
つ
や
の
里
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
教
室
で
は
、
ま
ず
は
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

を
行
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
だ
れ
で
も
で

き
る
競
技
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
と
楽
し
さ

を
多
く
の
人
に
伝
え
ら
れ
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

ず
っ
と
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
い

　

中
村
さ
ん
に
は
悩
み
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
中
村
さ
ん
の
都
合
が
ど
う
し
て
も
つ

か
な
い
と
き
は
、
教
室
を
休
み
に
し
な
い

と
い
け
な
い
こ
と
で
す
。
練
習
日
を
楽
し

み
に
待
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
聞
く
と
、

残
念
で
し
ょ
う
が
な
い
そ
う
で
す
。
ま
た
、

あ
ま
り
参
加
者
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
も
悩
み
の
一
つ
で
す
。
一

人
の
指
導
者
が
見
ら
れ
る
の
は
だ
い
た
い

８
人
く
ら
い
ま
で
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
吉
田
高
校
の
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
へ
「
一
緒
に
教
え
て

く
れ
な
い
か
」
と
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

良
い
返
事
が
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
春
く
ら

い
か
ら
は
一
緒
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な

る
予
定
で
す
。

　
「
い
つ
か
は
仁
が
帰
っ
て
き
て
、
教
え

て
く
れ
た
ら
と
思
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
な

ん
と
か
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
こ
っ
ち
へ
は
帰
っ
て
こ
な
い
か
な
…
」

こ
の
地
へ
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
広
め
た
い
、

そ
の
土
台
を
し
っ
か
り
と
築
く
こ
と
が
自

分
が
で
き
る
こ
と
か
な
と
中
村
さ
ん
は
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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　12月4日（日）甲田町のミュー
ズで人権のつどいが開催され、
読売テレビ解説委員の辛坊治
郎さんが講演を行いました。辛
坊さんは愉快なテレビ収録の
話を交えながら、情報があふれ
ている時代だからこそ、事実の
本質を見抜く力を身につけて、
正しい判断をしようと、訪れた
約350人に伝えていました。

　１１月２１日（月）、八千代町
の根野小学校の校舎裏にビオ
トープが完成しました。児童た
ちは園全体の配置を考えると
ころから参加して、造成も保護
者と一緒に手伝いました。式典
の中では、児童の代表が植樹さ
れた木に水をやり、めだかなど
を池に放流しました。

学校内で水辺の生き物の観察が
できるように根野小学校に
ビオトープ（水辺観察園）が完成

　１２月９日（金）吉田図書館に「本
とあそぼう全国訪問おはなし隊」
がやってきました。これは吉田
図書館が「子どもたちに本に親
しむきっかけをつくってもらお
う」と全国をキャラバンカーで
巡回する「おはなし隊」を招いた
もの。キャラバンカーの見学会
の後、吉田公民館で紙芝居やお
はなし会を行いました。

本のおもしろさ、楽しさ
を伝える「本とあそぼう
全国訪問おはなし隊」

　１１月２０日（日）市役所駐車
場で、やまなみ大学安芸高田
キャンパスまつりが開催され
ました。伝統技術や手仕事にふ
れるきっかけとなるこの催しに、
「しめ縄づくり」や「陶芸教室」
など６つの教室が出展されま
した。「木のパズルづくり」では
電動糸のこぎりを使って、動物
の形に切り抜きました。

安芸高田市内の技術者たちが
教室を開催　やまなみ大学
安芸高田キャンパスまつり

　１１月２３日（祝）サイクリングターミナルを起点とした土

師ダム湖畔マラソン大会が開催されました。市内外から集

まった約４２０名のランナーが、「親子ペア（１km）の部」、「３

kmの部」、「１０kmの部」、「ハーフの部」とそれぞれの距離を

走りぬけました。

　まだ朝もやがかかっているものの、晴天を予想させる朝日

が差してきた午前９時３０分、ハーフの部が最初にスタート

しました。出発地点になっていた土師大橋の上から、ランナー

たちは色づく道沿いの木々を横に見ながら走り始めました。

市内外から約420名のランナーが参加
第28回土師ダム湖畔マラソン大会

　甲田町の小田小学校５・６年生２６人が地域の大人と学校

周辺を歩き、地域安全マップを作りました。これは、子どもた

ち自身にも危険回避能力を身につけてもらおうと、小学校が

企画したものです。　

　子どもたちは学校周辺で、犯罪の起こりやすい「入りやす

くて見えにくい場所」を探して写真撮影し、学校に戻ってか

ら地図に書き込みました。最後の感想発表で、「危険な場所は

ないと思っていたが、意外に多かったので驚いた。」と発表す

るなど、それぞれが安全に対する意識を改めていました。

危険な場所って意外に多かった・・・
小田小学校で地域安全マップづくり

このコーナーは市内のいろいろ
な出来事を紹介するコーナー
です。
皆さんの身近な出来事を知らせ
てください。

連絡先
安芸高田市　企画課
TEL ４２－５６１２

〒７３１－０５９２
安芸高田市吉田町吉田７９１番地

Eメール　info@akitakata.jp

ホット
な

話  題

　１１月２３日（祝）吉田町の入江保育園で、創立５０周年を祝う式典が開催されま

した。この式典は歴代保護者会の会長２６名と保育園のスタッフが、８月から準

備をすすめてきました。当日は郷野地域の皆さんほか約１５０名が出席して、大き

な節目を祝いました。

　実行委員長を務めた大田和彦さんは「家庭を取り巻く環境が変わる中、保育園

が果たす役割は重要。保育園が地元にあるありがたさを再認識して、温かく見守

っていきたい」とあいさつを述べました。式典では、創立５０周年記念誌が配付

され、式典終了後の立食パーティーでは園児たちがアトラクションを発表しました。

歴代保護者会会長たちと保育園の手作りの式典
入江保育園創立50周年記念式典

　１１月２７日(日)吉田町の下新屋郷地区と向原町の向井原地区の自主

防災会が、大地震や火事を想定して集会所への避難や初期消火、非常

炊き出しなどの防災訓練をそれぞれ開催しました。

　下新屋郷自主防災会の訓練（写真右）には、住民約７０名・消防団７名・

こだま整形外科医院が参加しました。応急救護訓練では、医師と連携

しながら、負傷者を担架で搬送し、応急手当を行いました。

　向井原地区自主防災会の訓練（写真上）では、住民約１２０名が参加し

ました。消防署職員から、心停止時に効果を発揮

するＡＥＤ（全自動除細動器）の使い方も学びました。

　両自主防災会とも自らが主催して行う防災訓

練は初めての取り組みでしたが、いざという時に

備え参加者全員が真剣に訓練を行いました。

自分たちの地域は自分たちで守る
2 つの自主防災会が防災訓練

情報を選び間違えると人権
侵害にもつながる「人権の
つどい」で辛坊治郎さんが講演
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本郷地域づくり協議会レポーター

加藤　學
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下佐振興会レポーター

持丸　節子

１５
教
室
を
月
２
回
ず
つ
指
導

　

梅
原
千
代
子
さ
ん
の
１
週
間
の
予

定
は
踊
り
で
ぎ
っ
ち
り
と
つ
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
、
梅
原
さ
ん
が
教
え
て

い
る
踊
り
の
教
室
は
１５
教
室
。
そ
れ

ぞ
れ
の
教
室
を
１
ヵ
月
に
２
回
ず
つ

開
催
し
て
い
ま
す
。
昼
の
部
と
夜
の
部
、

休
憩
も
含
め
て
２
時
間
教
え
て
い
ま

す
。

　

一
番
大
変
な
時
期
は
、
大
き
な
発

表
会
な
ど
が
終
わ
っ
た
初
冬
の
時
期

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
み
ん
な
が
一
度
に
同
じ
舞
台
で
、

練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
と
、
来
年

に
向
け
て
新
し
い
踊
り
を
教
え
て
い

く
よ
う
に
な
る
ん
で
す
。
教
室
ご
と

に
踊
り
を
選
ぶ
の
で
す
が
、
悩
み
ま

す
ね
」
教
室
に
よ
っ
て
雰
囲
気
や
持

ち
味
が
違
っ
て
い
ま
す
。
教
室
の
特

徴
が
一
番
良
く
発
揮
で
き
る
よ
う
に

と
考
え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

み
ん
な
の
舞
台
を
見
る
の
が
楽
し
み

　

梅
原
さ
ん
は
、
教
室
を
開
催
し
て

い
る
お
か
げ
で
、
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
が
と
て
も
広
が
り
、
多
く
の
人

と
知
り
合
い
に
な
れ
た
こ
と
は
と
て

も
大
き
な
財
産
で
あ
る
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
生
徒
の
皆
さ
ん
の
発
表
を
見

る
こ
と
が
と
て
も
大
き
な
喜
び
に
な

る
そ
う
で
す
。

　
「
私
に
は
教
え
る
と
い
う
責
任
が
あ

り
ま
す
。
祈
る
よ
う
な
気
持
ち
で
舞

台
を
見
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
の
皆
さ

ん
が
き
れ
い
に
踊
り
終
え
た
と
き
、

あ
あ
良
か
っ
た
な
と
い
う
喜
び
に
な

り
ま
す
。
こ
の
喜
び
が
あ
る
か
ら
、

今
も
教
室
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
踊
り

が
で
き
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

踊
り
の
お
か
げ
で

痛
い
と
こ
ろ
も
な
く

　

梅
原
さ
ん
は
踊
ら
な
い
日
が
あ
り

ま
せ
ん
。
新
し
い
踊
り
を
覚
え
る
た
め
、

ま
た
教
室
の
皆
さ
ん
に
教
え
る
確
認

の
た
め
、
常
に
踊
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
せ
い
か
今
で
も
体
に
痛
い
と
こ
ろ

は
な
い
と
い
い
ま
す
。

　
「
若
い
こ
ろ
は
体
が
と
っ
て
も
弱
か

っ
た
ん
で
す
。
冬
場
な
ど
は
こ
た
つ

の
中
に
も
ぐ
り
こ
ん
で
い
た
よ
う
な

状
態
。
し
か
し
、
踊
り
が
体
を
強
く

し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
教

室
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
し
っ
か

り
と
し
な
い
と
い
け
な
い
と
食
べ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
し
て
少
し
ず
つ
踊

る
時
間
、
体
を
動
か
す
時
間
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
結
局
は
運
動
不
足

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
」。

　

寝
て
い
て
も
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
や
動
き
な
ど
踊
り
の
こ
と
が
頭
に

浮
か
ん
で
寝
付
け
な
く
な
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
何

時
で
も
大
好
き
な
テ
レ
ビ
を
つ
け
て

見
る
よ
う
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
好
き
な
踊
り
の
お
か
げ
で
と
っ

て
も
元
気
だ
と
い
う
梅
原
さ
ん
で
す
。

輝く輝く人人
みんなには踊りだけではなく、これまで学んできたことも

すべて伝えている。着物の着付けや他の人たちと一緒にな

る楽屋などでのルールやあいさつなど小さいことでも伝え

ている。

梅原千代子さん（向原町）

　踊りを教え始めて４５年。毎週火曜日には

広島へ踊りの先生たちが集まる会合に参加

する。休みの日はない。生徒から「気をつ

けてね」といわれるたびに、年を取ったと

実感するそうだが、踊っているときは年の

ことは忘れている。

うめはら ち　よ　こ

レポート
振 興 会

レポート
振 興 会

３２の地域振興組織の取り組みを

紹介するコーナーです。

　

本
郷
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
今
年

度
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
の
交

付
を
受
け
て
、
組
み
立
て
式
テ
ン
ト
７
張
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
５
セ
ッ
ト
を
購
入
し
、

去
る
、
10
月
16
日（
日
）の
地
域
づ
く
り
協

議
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
大
運
動
会
に
お

い
て
地
域
住
民
に
広
く
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
地
域
は
こ
れ
ま
で
、
こ
う
い
っ
た

用
具
を
行
事
な
ど
の
た
び
ご
と
に
学
校

や
社
協
な
ど
か
ら
の
借
用
に
頼
っ
て
い

ま
し
た
が
、
行
事
な
ど
を
有
効
的
に
運

営
す
る
た
め
に
、
手
持
ち
の
も
の
を
強

く
望
ん
で
い
ま
し
た
。
今
回
そ
の
願
い

が
叶
い
、
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
運
動
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
は
じ
め

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
実
施
お
よ
び

集
会
活
動
な
ど
に
広
く
活
用
し
て
、
地

域
住
民
の
交
流
と
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て

一
体
感
を
培
い
、
地
域
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

当
協
議
会
に
は
５
つ
の
単
位
福
祉
区

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
は
も
と
よ
り
、

老
人
会
、
女
性
会
、
子
ど
も
会
な
ど
の
行

事
で
必
要
で
あ
る
と
き
は
管
理
規
則
に

則
り
、
貸
し
出
し
を
行
い
、
有
効
活
用
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

を
う
け
て

平
成
１７
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

を
う
け
て

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
今
年
か
ら
始

ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
太
鼓
」
で
幕
開
け

し
ま
し
た
。
芸
能
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
９

演
目
に
も
な
り
、
多
彩
で
磨
き
の
か
か

っ
た
踊
り
が
華
や
か
に
披
露
さ
れ
る
中
、

祖
母
と
そ
の
孫
２
人
の
素
朴
な
笛
の
音

が
響
き
ま
し
た
。
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
、

年
齢
少
々
ア
ッ
プ
気
味
の
会
場
を
若
く

し
ま
し
た
。
な
ん
だ
か
み
ん
な
20
代
へ

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

農
産
物
の
競
り
が
終
了
す
る
と
、
今

度
は
、
佐
々
部
神
楽
団
と
下
佐
地
域
の

素
人
神
楽
の
時
間
で
す
。
素
人
の
神
楽
は
、

ど
ん
な
演
技
が
飛
び
出
す
の
か
。
演
目

は
、
「
悪
狐
伝
」
で
し
た
。
下
佐
の
悪

狐
は
、
逃
げ
回
り
大
太
鼓
の
上
に
飛
び

乗
っ
た
り
、
会
場
の
前
に
集
ま
っ
た
ち

び
っ
こ
達
を
脅
し
た
り
、
た
い
そ
う
場

内
を
沸
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
演
者
の
数
を
計
算
し
て
み

ま
し
た
。
総
勢
43
名
の
方
々
の
演
技
で

し
た
。
下
佐
に
多
彩
な
技
あ
り
。
ま
だ

ま
だ
技
を
お
持
ち
の
沢
山
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
披
露
は
ま
た

の
機
会
に
…
。
尚　

野
菜
の
売
上
金
の

一
部
を
例
年
の
よ
う
に
、
交
通
遺
児
の

為
に
寄
付
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

秋
の
収
穫
祭

 
 

「
は
し
か
お
と
し
」

秋
の
収
穫
祭

 
 

「
は
し
か
お
と
し
」
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防
　

災

大
規
模
な
林
野
火
災
と
大
地
震
を
想
定

平
成
１７
年
度
林
野
火
災
防
御
訓
練

　

１１
月
２５
日
（
金
）
八
千
代
町
の
土
師

ダ
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
平
成
１７
年
度
林

野
火
災
防
御
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
広
島
県
が
２
年
に
１
度
、

県
内
各
地
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
安
芸
高
田
市
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
平
成
５
年
に
吉
田
町
多
治

比
で
発
生
し
た
林
野
火
災
を
教
訓
に
、

指
揮
体
制
、
火
災
防
御
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
災
関
係

各
機
関
が
一
体
と
な
り
、
災
害
の
軽
減

や
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
予
地
震
を
想
定
し

た
地
震
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
安
芸
灘

を
震
源
に
し
た
芸
予
地
震
は
、
お
よ
そ

７０
年
の
周
期
で
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
新
潟
県
中
越
地
震
や
福

岡
県
西
方
沖
地
震
な
ど
、
度
重
な
る
最

近
の
国
内
の
地
震
を
踏
ま
え
て
の
対
応

も
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
市
内
各
事
業
所
を
は
じ

め
、
地
域
振
興
会
、
小
中
学
校
、
消
防
団

な
ど
約
６
０
０
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

①バケツリレーで初期消火

に努める。

②市消防本部が消火器の使

用方法を指導。

③生コンミキサー車で水の

輸送を行う。

④山中で作業中に負傷した

消防団員を搬送する訓練。

⑤広島市消防局のヘリコプ

ターが緊急物資搬送を行う。

このほか、陸上自衛隊と

広島県防災航空センター・

県警本部航空隊のヘリコ

プターもこの訓練に参加

した。

⑥火災の延焼を食い止める

ため、陸上自衛隊が立木

を伐開し、防火帯を作る。

その後消防団が延焼阻止

線設定のため、ホースを

延長させた。

⑦再燃防止のため、消防本

部と消防団が背負い式手

動消火水のうを使い、残

火処理を行う。

⑧地震が発生して民家の裏

山が崩れ、3人が生き埋め

になったことを想定した

訓練。

①②

③

④⑤⑥

⑧ ⑦

①②

③

④⑤⑥

⑧ ⑦

情

報

化

情
報
格
差
が
生
じ
て
い
る
地
域
へ
の

高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

　

美
土
里
町
の
全
域
と
吉
田
町
、高
宮
町
、

甲
田
町
の
一
部
地
域
は
、民
間
通
信
事
業

者
の
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
場
合
、現
状
の
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
は
通
信
速
度
が
非
常
に
遅
く
、

ま
た
、情
報
が
取
得
で
き
な
い
場
合
が
あ

る
な
ど
、他
の
地
域
と
比
べ
て
大
き
な
情

報
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
支
所
別
懇
談
会
や
こ
れ
ら

の
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
や

お
問
い
合
わ
せ
を
受
け
て
、安
芸
高
田
市

で
は
様
々
な
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

国
は
、光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
情
報
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、光
ケ
ー
ブ
ル
を
市

内
全
域
の
各
家
庭
ま
で
敷
設
し
、超
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
に

は
膨
大
な
財
源
が
必
要
で
す
。市
で
は
、

今
後
の
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
慎
重
に

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
い
地
域
の
情

報
格
差
は
早
急
に
解
消
し
、高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
で
は
、現
在
生
じ
て
い
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
情
報
格
差
解

消
に
向
け
、次
の
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

１
、Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
地
域
は
、

民
間
通
信
事
業
者
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ

サ
ー
ビ
ス
の
誘
致
を
行
う
。

２
、Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
不
可
能
な
地

域（
吉
田
町
お
よ
び
甲
田
町
の
一
部
）は
、

無
線
ア
ク
セ
ス
で
整
備
を
行
う
。

　

今
後
、事
業
推
進
の
た
め
、対
象
地
域

で
事
業
説
明
会
や
仮
加
入
申
込
書
で
加

入
者
の
と
り
ま
と
め
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、計
画
の
実
現
の
た
め
に
は
、

対
象
地
域
で
一
定
以
上
の
加
入
者
が
必

要
で
す
。一
定
以
上
の
加
入
者
が
見
込
め

な
い
場
合
は
、こ
の
計
画
に
よ
る
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
が
で
き
ま

せ
ん
。ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

※
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
電
話
回
線
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
高
速
通
信
を
可
能
に
す
る
技
術
で
す
。

※
無
線
ア
ク
セ
ス
と
は
、光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る

安
芸
高
田
市
内
の
公
共
施
設
間
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
希
望
世
帯
を
無
線
技
術
で
結
ぶ
こ
と

で
実
現
す
る
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
す
。

子どもたちの安全を守るため
臨時の園長・校長連絡会議を開催

防　　犯

　佐藤教育長は、「安芸高田で一人でも事件にあう子どもを作らない。

それぐらいの決意を校長、職員が持っていないと子どもは守れない。

地域・保護者・学校・みんなが何かをしたいと思っている今、行動を

起こしてもらいたい」と園長・校長に伝えました。

　

１２
月
６
日
、安
芸
高
田
市
内
の
幼
稚
園

と
小
中
学
校
の
安
全
対
策
を
確
認
し
あ
う
、

臨
時
の
園
長
・
校
長
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、吉
田
警
察
署
の
田
山
隆
敏
署

長
が
、「
高
齢
者
に
は
登
下
校
時
に
外
に
出

て
も
ら
う
よ
う
に
依
頼
を
」、「
有
線
・
無
線

放
送
の
活
用
を
」な
ど
と
い
っ
た
警
察
側
か

ら
見
た
安
全
対
策
の
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、小
田
小
学
校
の
高
樋
法
明
校

長
が
小
田
小
学
校
で
の
取
り
組
み
を
報
告

し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
に

は
教
師
だ
け
で
は
人
数
不
足
を
感
じ
、地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

る
と
話
し
ま
し
た
。地
域
行
事
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、学
校
行
事
に
も
来
て
も
ら
い
、

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

■
こ
の
会
議
で
確
認
し
合
わ
れ
た
事
項

　

▽
１
防
犯
ベ
ル
が
全
員
に
つ
き
、ち
ゃ

ん
と
鳴
る
か
の
徹
底
。
▽
２
安
全
マ
ッ
プ

を
何
ら
か
の
形
で
作
成
。
▽
３
一
人
で
帰

る
通
学
路
の
地
図
を
作
り
、状
況
を
教
師
と

保
護
者
が
確
認
。▽
４
子
ど
も
の
帰
宅
確
認
。

ま
た
帰
り
が
遅
い
場
合
は
保
護
者
に
連
絡

を
も
ら
う
。
▽
５
放
課
後
は
早
く
下
校
さ

せ
る
。し
か
し
低
学
年
は
一
人
で
帰
ら
せ
る

こ
と
な
く
、高
学
年
と
一
緒
に
帰
ら
せ
る
取

り
組
み
を
。▽
６
保
護
者
へ
情
報
を
つ
な
ぎ
、

危
機
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
。
▽
７
地
域

の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な

関
係
づ
く
り
に
日
ご
ろ
か
ら
努
め
る
。
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安
芸
高
田
市
で
67
人
が
委
嘱
を
受
け
て
活
動
し
て
い
る
地

域
安
全
推
進
員
。
各
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
あ
る
テ
ー
マ
を
設

け
て
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

４
回
目
と
な
る
今
月
は
、
高
宮
町
の
羽
佐
竹
振
興
協
議
会

の
会
長
で
も
あ
る
京
極
卓
士
さ
ん
に
「
振
興
会
の
取
り
組
み

と
安
全
安
心
」
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

安全なまちで
安心して暮らす

　

地
上
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
（
一
般
の

テ
レ
ビ
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
の
た
め
、

総
務
省
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更

対
策
に
か
か
る
受
信
対
策
工
事
を
、
県

内
の
一
部
地
域
で
実
施
中
で
す
。

　

他
県
で
は
、
そ
の
工
事
を
口
実
に
し

た
悪
質
商
法
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
工
事
業
者
は
「
腕
章
」
を
着
装
し
、「
テ

レ
ビ
受
信
対
策
員
証
」
を
携
帯
し
て
、

訪
問
時
に
は
提
示
し
ま
す
。

■
一
般
家
庭
の
場
合
、
工
事
は
す
べ
て

無
料
で
行
い
ま
す
。
工
事
料
金
を
請

求
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
他
の
電
気
製
品
な
ど
の
購
入
を
勧
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

■
不
審
に
思
わ
れ
た
ら
お
電
話
を

○
広
島
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

　
　

℡(

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル) 　

０
１
２
０
│

０
１
７
│

１
８
３

○
携
帯
電
話
や
公
衆
電
話
か
ら
は　

０
８
２
│

２
２
２
│

０
０
８
６

ま
た
は

○
吉
田
警
察
署　
　
　

℡
47
│

０
１
１
０

○
最
寄
り
の
駐
在
所　

○
市
役
所
安
全
推
進
室

　

℡
42
│

１
１
４
３

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
移
行
工
事

に
伴
う

悪
質
商
法
に
ご
用
心
！

テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
の
情
報
で

高
齢
者
は
不
安
を
つ
の
ら
せ
る
現
状

　

地
域
の
人
の
不
安
を
少
し
ず
つ
取
り
除

く
「
場
」
を
作
る
こ
と
が
、
振
興
会
で
で

き
る
取
り
組
み
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
通
じ
て
、
良
く

も
悪
く
も
一
方
的
に
ど
ん
ど
ん
情
報
が

入
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
情
報
の
中
に
は
お

年
寄
り
を
不
安
に
さ
せ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
の
振
興
会
で
行
う
小
集
落
で

の
交
流
行
事
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
で
は
、

特
に
会
話
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
の
話
の
中
に
、
必
ず
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
こ
と
や
詳
し
く
知
り
た
い
こ
と
が

出
て
き
ま
す
。
そ
れ
を
聞
く
と
、
次
回
か

ら
の
サ
ロ
ン
で
学
ぶ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
域
は
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り

子
ど
も
た
ち
は
地
域
か
ら
学
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

　

子
ど
も
た
ち
と
の
接
点
を
作
ろ
う
と
、

あ
い
さ
つ
運
動
を
地
域
ぐ
る
み
で
毎
週
月

曜
日
に
行
っ
て
い
ま
す
。
も
う
１０
年
以
上

続
い
て
お
り
、
顔
を
知
る
機
会
に
な
っ
て

い
ま
す
。
顔
が
分
か
れ
ば
、
自
然
に
会
話

や
あ
い
さ
つ
の
輪
が
全
体
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
域
全
体
が
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
神
楽
の
伝
承
活
動

や
駅
伝
な
ど
の
行
事
に
参
加
し
て
、
地
域

の
先
輩
た
ち
と
接
す
る
こ
と
は
大
変
意
義

深
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
先
輩
た
ち
か

ら
聞
く
体
験
談
は
、
す
べ
て
本
物
で
、
貴

重
な
話
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
子
ど
も
た
ち

に
も
伝
わ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
先
輩
た
ち
か
ら
、
と
て
も
大
切
な
社
会

性
を
学
ん
で
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

振
興
会
は
み
ん
な
の
秘
め
た
力
を
出
す

き
っ
か
け
を
作
る
組
織

　

振
興
会
で
行
事
を
計
画
す
る
役
員
は
、

一
気
に
結
果
を
出
し
た
い
と
つ
い
思
い
が

ち
で
す
が
、
あ
ま
り
力
ま
ず
に
、
参
加
者

の
ペ
ー
ス
を
見
な
が
ら
、
み
ん
な
が
求
め

る
こ
と
を
行
っ
て
い
く
の
が
大
切
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
や
が
て
、
み
ん
な
に
力
を
出

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
準
備
を
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
振
興
会
は
、

そ
ん
な
地
域
の
み
ん
な
の
秘
め
た
力
を
出

す
き
っ
か
け
を
作
る
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。

一
人
一
人
が
、
で
き
る
範
囲
で
で
き
る
こ

と
を
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
地
域
の

ま
と
ま
り
を
一
層
強
め
、
そ
れ
が
み
ん
な

の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

京極　卓士さん（高宮町）

地域の人の不安を少しずつ取り除く
「場」を作ることが、
振興会でできる取り組みかと思う。

高宮地域の地域安全推進員
福田　拓行、　藤本　悦志、　永井　光宣、　難波　順荘、
小笠原憲明、　今井　政規、　塚本　信明、　佐々木　智、
円佛　輝雄、　吉貞　隆城、　平野　弘則、　伊藤　　武、
平本　洋子、　京極　卓士、　下岡　正宏　

きょうごく　　たく　じ
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子
ど
も
た
ち
の
周
り
に
は
、
た
く
さ
ん

の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。「
う
ち
の
子

ど
も
に
限
っ
て
…
」
と
い
う
油
断
は
禁
物

で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
い
か
の
お
す
し
」

を
親
子
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　広島市安芸区で小学校女児を狙っ

た残忍な事件が発生しました。地域

ぐるみで子どもたちを不審者から守

るため、子どもの安全について、家族・

地域でもう一度話をしてみましょう。

知らない人に

「ついていかない」

何かあったら

「おおごえを出す」

知らない人の

車には

「のらない」

何かあったら

「すぐに逃げる」

何かあったら

「すぐにしらせる」

いかのおすしいかのおすしいかのおすし

不審な人物や行動を見かけたら吉田
警察署（TEL４７－０１１０）へ連絡し
てください。

子どもの登下校の時間帯にあわせて、庭の手入
れや散歩など外に出る機会をつくり、子どもに「お
はよう」「おかえり」など声をかけてください。

地域の防犯力を高めるキーポイント

すでに行われている子どもたちを地域で守る取り組み

子どもに対する声かけ情報発信中

【いつから】平成１６年２学期後半から

【だれが】ＰＴＡと地域の方

【方法は】毎日下校時に合わせて１０

名（平均）がパトロールをかねた

ウォーキング。自宅の前で立って

いる人もいる。

みんなで
守ろう！

子どもの
安全

みんなで
守ろう！

子どもの
安全

■可愛小学校

【いつから】平成１５年秋から

【だれが】美土里小学校ＰＴＡ保護者

【方法は】「安全パトロール中」のス

テッカーを保護者に配布し、町

内を車で走るとき車に掲示。月

に２回街頭指導も行う。

■美土里小学校保護者

【いつから】平成１７年４月から

【だれが】小原地域振興会６２６戸

【方法は】地域振興会が専用のパト

ロール車を学校に置き、週１回

定期的に校区内をパトロール。

■小原地域振興会

 子どもを犯罪から守るため、不審者による声かけ情

報などを県警ホームページに掲載しています。

（http://www.police.pref.hiroshima.jp/）

問い合わせ　

　県警生活安全企画課　TEL（０８２）２２８－０１１０

・
・
・
・
・
・

保
護
者
の
方
へ

地
域
の
方
へ
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月　日
受付時間

■3歳４～6か月児

■1歳6～8か月児
■2歳4～6か月児
■3歳4～6か月児

■生後4～6か月児
■生後10～12か月児
■1歳6～8か月児
■2歳4～6か月児
■3歳4～6か月児

■生後4～6か月児
■生後10～12か月児

対　　象 会　場 内容

会　　　場月日・受付時間

保健師・栄養士

相　談　員

歯科相談あり
（歯ブラシ持参）

児童福祉司・
心理判定員

要予約（予約先：広島
中央児童相談所〈℡
082 －254 －0381〉
もしくは保健師）

向原保健センター
（向原）

1月20日（金）
１０：００～１１：３０

および
１３：００～１４：３０

保健師・栄養士

保健師・栄養士

保健師・栄養士

保健師・栄養士
歯科衛生士

吉田人権会館
（吉田）

1 月 12 日（木）
１０：００～１１：３０

保健師・栄養士
人権福祉センター

（八千代）

1 月 16 日（月）
１０：３０～１５：００

1月17日（火）
１０：００～１１：３０

ふれあいセンター
いきいきの里（吉田）

ふれあいセンターこ
うだ（甲田）

1月25日（水）
１０：００～１１：３０

基幹集落センター
（高宮）

要予約（予約先：
各支所保健師）

1月18日（水）
１3：００～１6：0０

心理判定員
（子育て相談員）

向原保健センター
（向原）

1月25日（水）
９：３０～１１：３０

お　知　ら　せ

１月１０日（火）
１３：００～１５：３０

１月１０日（火）
１０：００～１２：００

１月１０日（火）
９：００～１１：００

１月１０日（火）
９：００～１１：００

１月１１日（水）
９：００～１１：００

１月２４日（火）
１０：００～１２：００

１月２５日（水）
９：３０～１１：３０

１月１９日（木）
９：３０～１１：３０

※都合によりお住まいの町以外で健診を受けたい方は
　市役所または各支所の保健師へご相談ください。
※対象者には個人通知します。

月日・時間

ふれあいセンター
いきいきの里

（吉田町）

人権福祉センター
（八千代町）

ふれあいセンター
こうだ（甲田町）

高宮基幹集落セ
ンター（高宮町）

山村開発センター
（美土里町）

会　　　　場

乳児食生活「離
乳食とベビー
フード」

「お口の健康」に
ついて

乳幼児食生活「体
調が悪いときの食
事、食育のすすめ」

乳児食生活「体
調が悪いとき
の食事」

乳幼児食生活
「生活リズム
について」

内　　　容 対象（概ね 20 組）

※１月１２日・１７日・１８日・２０日・２５日は「4か月児相談」を同時開催いたし

　ます。（対象者には個人通知あり）

※育児相談はどこの会場を利用されても結構です。お気軽にご参加く

　ださい。

※吉田保育所では、1 月に「子育て講演会」を予定しております。
　（日時未定）詳しいことは、園へお問い合わせください。
※子育てに関する悩み、相談も応じています。お気軽にお話ください。
※上記保育所（園）以外は、随時、園庭開放を行っておりますが行事の
　都合等がありますので保育所（園）にお問い合わせください。

　子どもたちは友だちと遊んだり、お母さんと遊んだりと楽しい時
間が過ごせます。そのかたわらで、お母さんたちは育児の悩みなど
情報交換もできます。

山村開発センター
（美土里）

1月18日（水）
１０：００～１１：３０

■持ってくるもの　お茶・着替え・タオル

生後 4 か月～

　　未就学児

生後 3 か月～

　　未就学児

生後 3 か月～

　　　1 歳児

生後 3 か月～

　　未就学児

生後 3 か月～

　　未就学児

申込み・お問い合わせ

１月１７日（火）～１月２４日（火）
高宮支所市民生活課

（℡５７－０３１３）

１月１６日（月）～１月１８日（水）
八千代支所市民生活課

（℡５２－２１１３）

１月１９日（木）～１月２３日（月）
保健医療課

（℡４２－５６１９）

１月２７日（金）～１月３１日（火）
美土里支所市民生活課

（℡５４－０３１３）

１月３０日（月）～２月１日（水）
甲田支所市民生活課

（℡４５－５１２０）

1 月 25 日（水）

1 月 26 日（木）

1 月 31 日（火）

2 月 8 日（水）

 2 月 9 日（木）

育
児
全
般
に
お
け
る
個
別
相
談

診
察
、
身
体
計
測
、
食
事
・
歯
な
ど

子育ての
　ページ
子育ての
　ページ

ここは子育て中のみなさんを応援＼(^ o^ )／するコーナーです。

子育て支援

健 康 教 室 健康診査

育 児 相 談

■
や
け
ど
を
す
る
原
因

　

大
人
に
比
べ
て
皮
膚
が
薄
い
た
め
、

低
い
温
度
で
、
よ
り
早
く
、
よ
り
深

い
や
け
ど
に
な
り
や
す
い
で
す
。

【
生
後
６
か
月
ま
で
】
大
人
が
抱
い

て
い
て
、
熱
い
飲
み
も
の
を
こ
ぼ

す
。
熱
い
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
て
し

ま
う
。

【
７
か
月
〜
】
前
に
置
か
れ
た
容
器

を
ひ
っ
く
り
返
え
す
。
背
伸
び
を

し
て
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
物
を
引

っ
張
り
、
頭
か
ら
熱
い
も
の
を
か

ぶ
る
。

【
１
〜
２
歳
】
ス
ト
ー
ブ
や
ア
イ
ロ

ン
に
触
れ
る
。
熱
い
汁
物
な
ど
を

ひ
っ
く
り
返
す
。

■
や
け
ど
を
防
ぐ
た
め
注
意
す
る
こ
と

・�

熱
源
は
１
ｍ
よ
り
上
に
置
く
。

・�

ス
ト
ー
ブ
に
は
柵（
ガ
ー
ド
）を
す

る
。

・�

や
か
ん
な
ど
熱
い
物
は
手
の
届

か
な
い
所
に
置
く
。

・�

熱
い
も
の
は
転
げ
な
い
容
器
に

入
れ
る
。

・�

子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い　
な
ど

■
も
し
も
や
け
ど
を
し
て
し
ま
っ
た
ら

①
流
水
で
し
っ
か
り
冷
や
す
。

（
で
き
れ
ば
15
分
〜
30
分
以
上
）

②
衣
服
に
皮
膚
が
く
っ
つ
い
て
い

た
ら
、
脱
が
さ
ず
衣
服
の
上
か
ら

流
水
で
冷
や
す
。

③
水
ぶ
く
れ
が
で
き
た
ら
、
つ
ぶ
さ

な
い
。

④
味
噌
や
油
な
ど
は
付
け
な
い
。

⑤
広
範
囲
の
場
合
や
深
い
場
合
は

冷
や
し
な
が
ら
受
診
す
る
。

子
育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

や
け
ど
を

防
ぐ

保育所（園）名日　　時

園庭開放

内　　　容

みどりの森保育所
℡５４－０８８０

くるはら保育園
℡５７－１６３３

かわね保育園
℡５８－０２５９

ふなさ保育園
℡５７－０００７

吉田保育所
℡４２－０６６２

吉田保育所
℡４２－０６６２

入江保育園
℡４３－１０１１

向原こばと園
℡４６－２０１８

老人会さんとの餅つき大会
※12月28日( 水 )までに申し込みが必要です。

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

園庭開放

10：00～11：30

10：00～1３：０0

10：00～13：00

10：00～1３：０0

10：00～1３：０0

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

（受付９：３0～９：４５）

■
入
所（
園
）で
き
る
子
ど
も 

　

保
護
者
が
次
の
ど
れ
か
に
該
当
し
、同

居
の
家
族
も
保
育
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

▼
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。▼

昼
間
に
家
庭
内
で
子
ど
も
と
離
れ
て
家

事
以
外
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。▼
妊

娠
中
か
、出
産
間
も
な
い
。▼
病
気
や
心

身
に
障
害
が
あ
る
。▼
長
期
に
わ
た
り

病
気
や
障
害
が
あ
る
家
族
を
介
護
し
て

い
る
。▼
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
。

■
入
所（
園
）申
込
の
手
続
き

【
申
込
書
の
配
布
】１
月
１６
日（
月
）〜
２０
日

（
金
）に
社
会
福
祉
課
か
各
支
所
市
民
生

活
課
、各
保
育
所（
園
）で
配
布

【
受
付
期
間
】１
月
２３
日（
月
）〜
３１
日（
火
）

【
提
出
書
類
】▼
入
所
申
込
書
▼
入
所
基
準

に
該
当
す
る
欄
の
証
明
書
▼
源
泉
徴
収

票
の
写
し
か
申
告
書
の
写
し（
申
告
書

の
写
し
は
確
定
申
告
を
す
る
場
合
。後

日
提
出
）

※
平
成
１７
年
１
月
１
日
以
降
に
転
入
し
た
方

前
住
所
地
の
平
成
１７
年
度
市
町
村
民
税
課

税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書

※
同
一
世
帯
に
障
害
児（
者
）が
い
る
場
合

身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳

■
市
外
の
保
育
所
へ
も
入
所
で
き
ま
す

　

広
域
入
所
と
い
い
、安
芸
高
田
市
以
外

の
保
育
所
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
間
で
契
約
な
ど
が
必
要
で
す
の
で

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
育
休
・
産
休
明
け
で
職
務
復
帰
す
る
場
合

　

保
護
者
が
育
児
休
業
・
産
後
休
暇
取
得
後
、

職
場
に
復
帰
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、２

カ
月
前
ま
で
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
す
で
に
保
育
所
へ
入
所
し
て
い
る
方
の

手
続
き

　

今
年
も「
入
所
基
準
に
該
当
す
る
欄
の

証
明
書
」な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。後
日
、

用
紙
を
送
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
の
入
所
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
。

希
望
者
は
お
早
め（
遅
く
て
も
入
所
希
望
日

の
２
週
間
前
ま
で
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
▼
社
会
福
祉
課
℡
４２
│

５

６
１
５
▼
八
千
代
支
所
℡
５２
│

２
１
１
３

▼
美
土
里
支
所
℡
５４
│

０
３
１
３
▼
高
宮

支
所
℡
５７
│

０
３
１
３
▼
甲
田
支
所
℡
４５

│

５
１
２
０
▼
向
原
支
所
℡
４６
│

３
１
１

３　

各
支
所
の
市
民
生
活
課
ま
で

1月12日（木）
13：00～13：15

吉田人権会館
（吉田）

1月19日（木）
13：00～13：45

1月26日（木）
13：00～13：30

1月26日（木）
13：00～13：30

ふれあいセンター
こうだ（甲田）

ふれあいセンター
こうだ（甲田）

山村開発
センター

（美土里）

平
成
１８
年
度
の
保
育
所（
園
）の

　
　
　
　

入
所
申
込
を
始
め
ま
す

吉
田
幼
稚
園 　

入
園
児
募
集

　

吉
田
幼
稚
園
で
は
、
平
成
１８
年
度
に
入

園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
定
員

　

４
歳
児　

35
名
（
定
員
）

　

５
歳
児　

35
名
（
定
員
）

■
入
園
対
象　

安
芸
高
田
市
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
で
満
４
歳

お
よ
び
５
歳
の
幼
児

■
期
間　

平
成
18
年
４
月
か
ら
平
成
19

年
３
月
ま
で

■
休
園
日　

毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
、
国

民
の
祝
日
、
学
年
始
休
業
日
（
４
月
１

日
〜
４
月
６
日
）、
夏
季
休
業
日（
７
月

21
日
〜
８
月
31
日
）、
冬
季
休
業
日（
12

月
24
日
〜
１
月
６
日
）、
学
年
末
休
業

日（
３
月
26
日
〜
３
月
31
日
）

■
保
育
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ま

で
■
昼
食　

ご
は
ん
を
持
参

■
服
装　

制
服
・
制
帽
が
あ
り
ま
す

■
入
園
手
続
き　

入
園
申
請
書
を
平
成

18
年
１
月
10
日（
火
）か
ら
30
日
（
月
）

ま
で
の
間
に
、
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
用

紙
は
教
育
委
員
会
ま
た
は
吉
田
幼
稚
園

に
用
意
し
て
い
ま
す
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
℡
42
│

０
３
６
０（
直
通
）

①経営主体　②定員：人　③開所時間　⑤主な事業（乳児＝乳児保育、世

代＝世代間交流、地域＝地域子育てセンター、一時＝一時保育、異年＝異

年齢児との交流）

■吉田保育所　吉田町吉田１９９８
①公立②１９０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤乳児（6ケ月から）、世代（地

域の老人クラブとの交流・施設訪問）、地域

■可愛保育園　吉田町山手６４７
①私立（社会福祉法人　愛心会）②１２０③平日７：１５～１８：４５、土曜７：１５～１８：４５⑤・

乳児（2ケ月から）・世代（地域の老人クラブとの交流・施設訪問）・一時（緊急時

の保育や私的理由による保育に対応）

■入江保育園　吉田町上入江１９８６－２
①私立（社会福祉法人　報正会）②４５③平日７：３０～１９：００、土曜７：３０～１９：００

乳児（2ケ月から）・世代（高齢者お招き会・施設訪問）・一時

■八千代南保育園　八千代町上根1372
①私立（財団法人　愛児会）②４５③平日７：３０～１９：００、土曜７：３０～１８：３０⑤・乳

児（2ケ月から）・世代（地域の老人クラブとの交流・施設訪問）・異年

■刈田保育園　八千代町勝田1670
①私立（財団法人　愛児会）②３０③平日７：３０～１９：００、土曜７：３０～１８：３０⑤・乳

児（2ケ月から）・世代（地域の老人クラブとの交流・施設訪問）・異年

■みどりの森保育所　美土里町本郷1714－2
①公立②８０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

（地域の老人クラブとの交流・施設訪問）・地域

■ひまわり保育所　美土里町生田2958－1
①公立②３５③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

域の老人クラブとの交流・施設訪問）

■ふなさ保育園　高宮町佐々部531
①公立②６０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■くるはら保育園　高宮町原田3380－4
①公立②６０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■かわね保育園　高宮町川根２７４９－1
①公立②３０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■小田東保育所　甲田町高田原1663
①公立②８０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■甲立保育所　甲田町上甲立337
①公立②６０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■小原保育所　甲田町下小原3472－6
①公立②４５③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代

■向原こばと園　向原町坂56－2
①公立②１１０③平日７：３０～１８：３０、土曜７：３０～１３：００⑤・乳児（６ケ月から）・世代（地

域の老人クラブとの交流・施設訪問）・地域

※園庭開放は、全園行っていますが日を決めて実施している所と随時の所がありま

日程については、広報の子育て支援のﾍﾟｰｼﾞに毎月載せます。

℡４２－０６６２

℡４３－１７７６

℡４３－１０１１

℡５２－３０４８

℡５２－２０９９

℡５４－０８８０

℡５５－０８８０

℡５７－０００７

℡５７－１６３３

℡５８－０２５９

℡４５－２１１８

℡４５－２１９９

℡４５－２６５３

℡４６－２０１８

安芸高田市内の保育所
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　

取
り
付
け
が
義
務
化
に

21

安
芸
高
田

　
消
防

安芸高田市消防本部・安芸高田消防署
TEL ４２－０９３１　FAX ４７－１１９１

ホームページ　http://www.akitakata.jp/119/

火　災

救　急

救　助

その他

安芸高田消防署

11月 の出動件数

※下段の（　）は
　平成17年の累計

０件

１１８件

１件

３件

（３１件）

（１,３５６件）

（２６件）

（３１件）

　
「
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
」

と
い
う
こ
と
を
目
的
に
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
全
国
ど
の
家
庭
で
も
「
住

宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
」
を
取
り
付

け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

■
い
つ
か
ら
必
ず
設
置
に
な
る
の
？

【
新
築
の
場
合
】

　

平
成
１８
年
６
月
１
日

【
既
存
の
住
宅
】

　

平
成
２３
年
６
月
１
日

（
同
年
５
月
３１
日
ま
で
に
設
置
が
必

　
要
で
す
。）

■
警
報
器
の
種
類
は
？

　

煙
式
の
警
報
器
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
取
り
付
け
場
所
に
よ
り
、

天
井
取
り
付
け
式
、
壁
取
り
付
け
式

の
２
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

※
警
報
器
は
「
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
つ

い
た
も
の
を

　

国
の
技
術
基
準
に
適

合
し
、
日
本
消
防
検
定

協
会
の
検
査
に
合
格
し

た
住
宅
用
火
災
警
報
器

に
は
、
鑑
定
マ
ー
ク

（「
Ｎ
Ｓ
」
マ
ー
ク
）が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
マ
ー
ク
の
つ
い
て
い
る
も
の
を

選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
警
報
器
を
取
り
付
け
る
場
所
は
？

１
毎
日
、
寝
室
と
し
て
使
っ
て
い
る

部
屋（
来
客
が
就
寝
す
る
よ
う
な
部

屋
は
除
く
）

２
毎
日
、
寝
室
と
し
て
使
っ
て
い
る
部

屋
が
２
階
以
上
に
あ
れ
ば
、
そ
の
階

の
階
段
の
天
井
か
壁

（
１
の
例
）

平
屋
建
住
宅
で
寝
室
が
一
室
の
場
合

（
２
の
例
）

２
階
建
住
宅
で
２
階
に
寝
室
が
一
室

の
場
合

３
そ
の
他
に
も
設
置
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
所
が
安
芸
高
田
市
火
災

予
防
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
警
報
器
の
取
り
付
け
位
置

【
天
井
へ
の
取
り
付
け
】

　

●
壁
な
ど
か
ら
６０
㎝
以
上
離
す

　

●
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
吹
き
出
し
か
ら

１.５
ｍ
離
す

【
壁
へ
の
取
り
付
け
】

　

●
天
井
か
ら
下
へ
１５
㎝
〜
５０
㎝
の
間

に
取
り
付
け
る

■
訪
問
販
売
に
注
意
を
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
取
り

付
け
義
務
化
を
き
っ
か
け
に
、
悪
質

商
法
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

訪
問
販
売
を
受
け
た
場
合
に
は
、
す

ぐ
契
約
を
せ
ず
、
必
ず
防
災
課
指
導

係
ま
た
は
安
芸
高
田
市
安
全
推
進
室（
℡

４２
│
１
１
４
３
）へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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居　室 廊　下 寝　室

台　所 居　室 居　室

寝　室台　所 居　室

壁
取
り
付
け
式

天
井
取
り
付
け
式

●天井への取り付け

壁 60cm
以上離す

1.5m
以上離す

60cm
以上離す

1.5m
以上離す

エアコン
など

天井

●天井への取り付け

壁

天井

15cm以上離す 50cmまで

取り付け範囲

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

受　

賞

広
島
農
政
事
務
所
地
域
第
３
課

　

安
芸
高
田
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
推
進
委
員
の
吉
田
町

の
井
上
克
子
さ
ん
が
、
こ
の
た

び
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら

25
年
間
吉
田
町
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
推
進
委
員
と
し
て

活
躍
、
合
併
後
も
引
き
続
き
投

票
率
の
向
上
や
選
挙
制
度
の
周

知
な
ど
明
る
い
選
挙
の
実
現
の

た
め
に
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
吉
田
町
時
代
に
は
22
年

間
、
副
会
長
も
歴
任
さ
れ
、
積

極
的
に
組
織
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
田
町
の
河
野
ヤ
ヱ
子
さ
ん

が
広
島
県
知
事
表
彰
を
、
吉
田

町
の
中
村
義
知
さ
ん
が
広
島
県

統
計
協
会
会
長
表
彰
を
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
２
人
と

も
長
年
、
統
計
調
査
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

功
績
に
対
し
て
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

河
野
ヤ
ヱ
子
さ
ん
（
甲
田
町
）

中
村
義
知
さ
ん
（
吉
田
町
）

総
務
大
臣
表
彰
を

井
上
克
子
さ
ん（
吉
田
町
）が
受
賞

平
成
１７
年
度
統
計
功
労
者
表
彰

戸
田
泰
之
さ
ん（
吉
田
町
）卓
球

県
小
学
生
卓
球
交
流
大
会
で
入
賞

宅
配
型
講
座

「
食
の
知
っ
得
講
座
」

　

吉
田
小
学
校
６
年
生
の
戸
田

泰
之
さ
ん
（
吉
田
卓
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
）
が
、
11
月
23
日
（
水
）
に

吉
田
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
、

第
８
回
広
島
県
小
学
生
卓
球
交

流
大
会
の
男
子
ホ
ー
プ
ス
（
小
学

校
６
年
生
以
下
）
の
部
で
見
事
２

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

毎
日
の
食
生
活
の
中
で
「
こ

の
食
べ
物
は
安
全
な
の
？
」
を

は
じ
め
、
「
こ
の
食
品
の
表
示
は

信
用
で
き
る
の
か
し
ら
？
」
と

い
っ
た
疑
問
を
持
た
れ
る
こ
と

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、

農
政
事
務
所
で
は
、
希
望
の
日
時
・

場
所
に
講
師
を
派
遣
す
る
「
食
の

知
っ
得
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
講
座
（
60
分
〜
90
分
）

●
よ
く
わ
か
る
食
品
安
全

●
よ
く
わ
か
る
農
薬
に
関
す
る
安

全
性
の
確
保

●
よ
く
わ
か
る
食
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ

●
よ
く
わ
か
る
食
品
の
表
示

●
気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？
毎
日

の
食
事

ス
ポ
ー
ツ

催
し
物

（
0
8
2
4
）
63
・
4
1
8
7

■
と
き　

２
月
21
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
７
時
開
演

■
と
こ
ろ

　

田
園
パ
ラ
ッ
ツ
ォ
文
化
ホ
ー
ル

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　

現
在
、
好
評
発
売
中
。

一
般
２，

０
０
０
円
（
当
日
２，

５
０
０
円
）
、
小
中
高
１，

０

０
０
円（
当
日
１，

５
０
０
円
）。

前
売
販
売
先
／

田
園
パ
ラ
ッ

ツ
ォ
、
各
町
教
育
分
室

※
こ
の
公
演
は
、

宝
く
じ
の
助
成

に
よ
り
、
通
常

よ
り
安
い
入
場

料
で
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま
す
。

八
千
代
の
丘
美
術
館

セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

芸
術
農
園「
四
季
の
里
」八
千
代

の
丘
美
術
館

52
・
3
0
5
0

■
田
川　

幸
義　

作
品
展

　

１
月
７
日（
土
）〜
30
日（
月
）

　

向
原
在
住
作
家
（
現
代
ア
ー
ト
）

■
美
術
館
展
示
替
え
の
お
知
ら
せ

　

15
棟
の
常
設
展
示
の
作
品
が
替

わ
り
ま
し
た
。
重
厚
な
作
品
か
ら
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も

の
ま
で
、
様
々
で
す
。
皆
さ
ん
、

是
非
ご
覧
下
さ
い
。

※
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
（
毎
週
火
曜
日
休
館
）

※
入
場
料　

無
料

57・
1
8
0
3

高
宮
教
育
分
室

津
軽
三
味
線　
吉
田
兄
弟
の
公
演

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中　
購
入
は
お
早
め
に
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■と　き　１月１６日（月）・３０日（月）例会　午後７時～９時
■ところ　吉田公民館
※詳しい内容は、お問い合わせください。

広島断酒ふたば会
中村　忠

℡４３－１６０５

断酒会

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

　

安
芸
高
田
市
に
あ
る
障
害
者

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
に
新
た
に

次
の
事
業
所
が
開
設
し
ま
し
た
。

■
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

◎（
社
福
）た
ん
ぽ
ぽ

【
住
所
な
ど
】
〒
７３１
│

０
６
１
１　

美
土
里
町
横
田
２
３
２
０
│

１

℡
54
・
０
３
６
８

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
同
じ
）

【
サ-

ビ
ス
の
内
容
】
知
的
障
害

者
短
期
入
所
事
業
４
人

【
事
業
開
始
】
11
月
１
日
か
ら

◎（
株
）ア
イ
テ
ッ
ク
介
護
サ
ー
ビ

ス　

ふ
れ
あ
い
高
田
事
業
所

【
住
所
な
ど
】
〒
７３１
│

０
５
２
１

　

吉
田
町
常
友
１
２
６
９
の
２
レ

　

ト
ア
１
階　

℡
47
・
１
０
２
４

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
47
・
１
０
２
８
）

【
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
】
身
体
・
知
的

･

児
童
障
害
者
居
宅
介
護
事
業

（
移
動
支
援
を
含
む
）　

【
事
業
開
始
】
12
月
１
日
か
ら

高
齢
者
福
祉
課

42・
5
6
1
8

　

在
宅
高
齢
者
お
よ
び
身
体
障

害
者
で
一
般
の
交
通
機
関
を
利

用
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
移
送
や
、

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
12
月
１
日
か

ら
安
芸
高
田
市
内
だ
け
に
限
ら
ず
、

安
芸
高
田
市
外
へ
通
院
さ
れ
る

場
合
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
利
用
で
き
る
人　

●
要
介
護
３
以
上
の
人

●
要
介
護
２
で
下
肢
、
体
幹
機
能
、

視
力
の
障
害
で
１
ま
た
は
２

級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
持

っ
て
い
る
人

●
こ
れ
ら
と
同
じ
よ
う
な
状
態
で
、

医
療
機
関
に
通
院
す
る
人
。

■
サ
ー
ビ
ス
の
決
定　

　

世
帯
の
所
得
状
況
で
、
社

協
の
移
送
か
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
発
行
を
決
定
し
ま
す
。

（
所
得
に
よ
っ
て
は
利
用
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
利
用
料
金

【
社
協
の
移
送
】

　

利
用
者
負
担
な
し

【
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
】

　

利
用
券
の
金
額
を
差
し
引

い
た
額
（
助
成
額
は
家
か
ら
医

療
機
関
ま
で
の
距
離
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。
片
道
５
０
０

円
か
ら
２
，
０
０
０
円
の
範
囲

内
。）

■
利
用
で
き
る
回
数　

月
４
回（
２

往
復
）
ま
で
の
利
用
で
、
登
録

さ
れ
た
医
療
機
関
へ
の
通
院

の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

■
申
込
み　

高
齢
者
福
祉
課
ま

た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

休
日
・
夜
間
当
番
医

在
宅
高
齢
者
と
身
体
障
害

者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

《
休
日
》午
前
９
時
〜
午
後
６
時

１
月
１
日
（
日
）

平
岡
医
院
（
甲
田
町
）

【
外
科
】℡
45-

２
０
０
２

１
月
２
日
（
月
）

や
ま
ね
八
千
代
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
八
千
代
町
）

　

【
内
科
】
℡
52-

７
１
１
０

１
月
３
日
（
火
）

こ
だ
ま
整
形
外
科
医
院（
吉
田
町
）

　
【
整
形
外
科
】℡
43-

２
８
０
０

１
月
８
日
（
日
）

八
千
代
病
院
（
八
千
代
町
）

【
内
科
】
℡
52-

３
８
３
８

１
月
９
日
（
祝
）

佐
々
部
診
療
所
（
高
宮
町
）

　

【
内
科
】℡
57-

０
０
２
２

１
月
15
日
（
日
）

佐
々
木
医
院
（
向
原
町
）

　

【
外
科
・
胃
腸
科
】℡
46-

２
０
６
５

お
お
は
た
産
婦
人
科
（
吉
田
町
）

　

【
産
婦
人
科
】℡
42-

０
０
６
７

１
月
22
日
（
日
）

白
川
医
院
（
向
原
町
）

　

【
内
科
】
℡
46-

２
０
４
１

１
月
29
日
（
日
）

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
吉
田
町
）

　

【
内
科
・
外
科
】℡
47-

０
１
１
１

【
休
日
・
夜
間
】
２４
時
間
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
出
か
け
る
前
に
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
と
福
祉

図書館からおすすめの本

動物たちの姿から大切な「命」を伝えたい…。生
き物に夢中だった少年時代、生きる意味､動物から
学ぶ親子関係､ 考える力について､ 旭山動物園園長
が語り下ろす。動物たちのカラー写真満載。

小菅正夫／語り

不登校、非行、リストカット、薬物乱用…子どもは、
大人たちになにを求めているのか？大人は、子ど
もたちに一体なにができるのか？“夜回り先生”
水谷修が１３年間の夜回りで見つけた、たったひと
つの答え。

『夜回り先生と夜眠れない子どもたち』
水谷修／著日本人の昔からの美徳である「もったいない」。こ

の言葉には、物を惜しむ気持ち以上にさまざまな労
苦に対する感謝の気持ちが秘められている。２００４
年ノーベル平和賞受賞者ワンガリ・マータイさんは、
この一言に感銘を受けたという。日本人が忘れかけ
ていた、「もったいない精神」が詰まった１冊。

『もったいない』プラネット・リンク／編

こ す げ ま さ お

むらかみやすなり

ほうごうよう じ

しょういち

『旭山動物園園長が語る　命の
　メッセージ』

３歳９ヶ月で卓球を始めた福原愛。天才少女とし
てテレビにも度々出演した愛ちゃんの卓球との出
会い、その成長から、中国スーパーリーグ挑戦ま
での輝かしい活躍を描く。

本郷陽二／編
『福原愛物語』

おにいちゃんが病気の妹のために奔走するのだが、
文と絵がマッチして絶妙な心理描写！最後にはい
とおしく感じて「おにいちゃん、がんばれー！！」と心
の底から応援し、妹もかわいらしくて憎めず、これ
またいとおしく思ってしまう。これは絶品である。

ねじめ正一／文・村上康成／絵

『わがままいもうと』

どんな仕事なのか、どうしてその職業を選んだのか、何楽し
くて、何がつらいのか。それぞれの分野で実際に働い
ている人のインタビュー記事が、豊富なイラストや写真ととも
に掲載されています。知っているようで知らない仕事のあ
れこれで、思いがけない未来が開けるかも？

講談社／出版

みずたにおさむ

『決定版　夢をそだてるみんなの
　仕事１０１』

★吉田図書館

★八千代図書館

★美土里図書館

「食」のさんぽ道「食」のさんぽ道

　健康は「栄養・運動・休養」からなり

たち、食生活は健康と深く結びつい

ています。生活習慣病を予防し健康

的な生活を送るために、さまざまな

栄養素を満たす食事を勧めています。

　朝・昼・晩の規則正しい食生活は生

活のリズムを作ります。３食とること

で１日に必要な栄養素がとりやすく

なります。自分自身の食生活を見直して、

今年も元気で楽しく生活できますよ

うに♪

　保健医療課からのお願いです。

♪健康大好き♪♪健康大好き♪♪健康大好き♪

　主食のご飯やパン・麺など体を動かす力になる炭水化物。主菜の肉・魚・たまご・豆腐などの体をつくるたんぱく質。副菜

の野菜を中心とした体の調子を整えるビタミン・ミネラルと食卓に並べるよう心がけるとバランスのよい食生活ができます。

社
会
福
祉
課

42・
5
6
1
5

障
害
者
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所

の
開
設

　

所
得
税
や
市
県
民
税
な
ど
の
地

方
税
で
は
、
本
人
が
障
害
者
（
特

別
障
害
者
）
の
場
合
や
、
扶
養
親

族
に
障
害
者（
特
別
障
害
者
）が
い

る
場
合
、
「
障
害
者
控
除
」
と
い

い
一
定
金
額
を
所
得
か
ら
差
し
引

い
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
方
が
控
除
を
受
け
る
た
め

に
は
認
定
書
が
必
要
で
す
。
認
定

書
は
市
役
所
で
発
行
し
ま
す
の
で
、

窓
口
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
該
当
す
る
人

12
月
31
日
で
次
の
①
〜
③
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
と
安
芸
高

田
市
福
祉
事
務
所
が
認
定
し
た

方
①
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る

②
65
歳
以
上

③
日
常
生
活
で
常
に
介
護
を
必
要

と
す
る
程
度

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
認
印

②
診
断
書
（
介
護
保
険
の
要
介
護

認
定
を
受
け
ら
れ
て
な
い
場
合
）

■
申
請
窓
口

社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課

※
な
お
、「
身
体
障
害
者
手
帳
」、「
療

育
手
帳
」
、「
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
」
を
お
持
ち
の
方
は

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
課

42・
5
6
1
5

「
障
害
者
控
除
の
認
定
書
」
の

発
行

た
か
み
や
湯
の
森　
温
水
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
プ
ー
ル
健
康
教
室

各
種
相
談
・
検
診
の
日
程

高
宮
支
所　

市
民
生
活
課

57
・
0
3
1
3

（
0
8
2
）8
1
4
・
3
1
8
1

芸
北
地
域
保
健
所　

保
健
課

「
ひ
き
こ
も
り
」
の
相
談

■
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月
25
日（
水
）

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

　

芸
北
地
域
保
健
所
（
事
前
連
絡

必
要
。
予
約
制
。
秘
密
厳
守
）

Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査

■
と
き
・
と
こ
ろ　

１
月
17
日（
火
）

午
前
９
時
〜
11
時　

芸
北
地
域

保
健
所

■
定
員　

各
コ
ー
ス
と
も
約
15
名

■
申
込
期
限　

１
月
31
日
（
火
）

　

ま
で

■
昼
の
部

　

（
肩
こ
り
、
腰
痛
予
防
コ
ー
ス
）

２
月
16
日
〜
３
月
20
日

毎
週
月
・
木
曜
日　

朝
10
時
〜

11
時　

全
10
回

参
加
料
２，
０
０
０
円

■
夜
の
部

　

（
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
）

２
月
15
日
〜
3
月
15
日

毎
週
水
曜
日　

夜
７
時
〜
８
時

全
５
回　

参
加
料
１，
０
０
０
円

※
希
望
者
は
、
主
治
医
の
意
見
書

が
必
要
。

※
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も
温
水
プ
ー

ル
使
用
料
４
０
０
円
は
別
料
金
。

（
１
回
に
つ
き
）

★田園パラッツォ図書館

★甲田図書館

★向原図書館

図書館からのお知らせ　年末の大そうじで図書館の本が出てきたら返却をお願いします。
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■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会）

■消防本部
℡.42-0931㈹

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

お役立ち
情報

環
境
と
生
活

　所得税の確定申告の開始時期は２月１６日ですが、

還付を受けるための申告は、１月からでも提出する

ことができます。還付申告書は、郵送などで早めに

提出しましょう。

申告をすると源泉徴収された所得税が戻ってくる場合

●マイホームを住宅ローンなどで取得した場合

●多額の医療費を支払った場合

●災害や盗難にあった場合

●年の途中で退職し、再就職していない場合　など

　還付金の受け取りには、

預貯金口座（申告した

ご本人名義の口座に限

ります）へ振込みをご

利用ください。

およろこび
地　域 名　　　前 性別 地　域 名　　　前 性別

地　域 名　　　前 歳 地　域 名　　　前 歳

（敬称略）

今月の納税

市県民税

国民健康保険税

4期

7期

納期限：1月31日

女

男

女

男

女

女

男

女

女

女

男

男

女

女

男

男

女

男

女

女

男

女

吉 田 町 八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

森田　　等

常本　光夫

山根ツギヨ

杉本　槇繁

常光　博二

岸岡　忠夫

秋田　　　

竹之内ヤエノ

塚本スミ子

井本　　登

道奥　建治

渡利タカミ

新田　初美

下岡　房子

住吉ハナコ

神田トシコ

橋本サトミ

小田　春人

下田マチコ

　田　俊治

丸橋　安家

殿田トシコ

梅木タカミ

板垣千代子

柏原マツコ

吉岡　正人

池本　　昇

種田　貞子

平岡　文子

寺尾コスエ

水本ミツコ

木本　正夫

小野　　讓

梶原　正人

溝上コシヱ

新澤トシコ

前川　益男

　本　孝子

田川サガミ

増野　弥生

佐々木孝二

和泉光太郎

53

82

87

72

92

77

88

71

91

96

64

90

47

73

89

94

78

75

73

57

58

88

97

84

88

79

79

85

66

91

90

86

86

83

94

92

92

79

96

28

74

22

吉 田 町

八千代町

美土里町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

　このおよろこびとおくやみは掲載を承認された方のみ掲載しています。市
外で届けられた方で名前の掲載を希望される方は、企画課☎４２ー５６１２まで
ご連絡ください。

市の人口

総人口

男

女

世帯数

３３,７６３人　

１６,２４４人　

１７,５１９人　

１３,０４７世帯

平成１７年１２月１日　現在

　

20
歳
に
な
っ
て
大
人
の
仲
間
入

り
を
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
「
権

利
」
を
得
る
と
同
時
に
、
い
く
つ

か
の
「
義
務
」
も
生
じ
て
き
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
へ
の
加
入
は
、
そ

の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

日
本
国
内
に
住
む
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
営
業
者
、

学
生
な
ど
は
第
１
号
被
保
険
者
に
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
は
第
２

号
被
保
険
者
に
、
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は

第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
の
手
続
き
は
、
第
１
号
被

保
険
者
は
市
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
第
３
号

被
保
険
者
は
配
偶
者
の
勤
務
先
を

経
由
し
て
行
い
ま
す
。
第
２
号
被

保
険
者
は
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の

加
入
の
際
に
合
わ
せ
て
行
う
の
で

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
き
ち
ん
と

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
管
・
給
湯
器
な
ど

が
凍
結
に
よ
り
壊
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

凍
結
を
防
ぐ
に
は
、
水
道
管
や

蛇
口
を
乾
い
た
毛
布
な
ど
で
保
温

し
て
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
で
覆
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
が
設
置
し

て
あ
る
場
合
は
、
忘
れ
ず
に
コ
ン

セ
ン
ト
に
さ
し
、
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。

　

家
を
し
ば
ら
く
留
守
に
す
る
場

合
や
集
会
所
な
ど
で
は
、
メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水
栓
を
閉

め
て
、
水
抜
き
栓
か
低
い
場
所
に

あ
る
蛇
口
を
開
け
て
水
道
管
に
あ

る
水
を
抜
い
て
く
だ
さ
い
。

　

凍
結
し
て
水
が
出
な
い
と
き
に

は
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
か
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
、
気
長
に

解
か
し
て
く
だ
さ
い
。

　

破
裂
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
の
止
水

栓
を
ま
ず
閉
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の

後
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
店
に

修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
凍
結
に
よ
り
壊
れ
た
水

道
の
修
理
代
お
よ
び
漏
れ
た
水
道

料
金
は
利
用
者
の
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
管
理
を
十
分
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

所得税の還付申告
吉田税務署　　42－0008 税務課　　42－5614

ゆう

あやと

たまみ

きみと

ま　い

なつき

ひろと

ま　な

ゆ　い

こうたろう

はやと

ほのか

ゆうな

りくと

こうたろう

か　ほ

りくと

さ　り

み　お

お　と

こ　な　み

（敬称略）

おくやみ

■とき・ところ　1月２７日（金）
　　９：３０～１１：００ 広島北部農協　本店ロビー

　１３：００～１５：３０ 吉田総合病院　南館ロビー

　献血は多くの患者さんの命を救います。毎日多く

の尊い生命が輸血により救われています。それは全て、

皆さんの善意の献血で支えられています。

　血液は人工的には造れません。日々進歩する医学。

しかし、輸血用血液が人工的に造れるところまでに

はいたっていません。多くの患者さんを救うためには、

皆さんの理解と協力による献血がぜひとも必要なの

です。

■お知らせ
★献血受付の際に、運転免許証・健康保険証など自身を証明で

きるものの提示をお願いしています。

★現在血液が不足しています。一人でも多くの方のご協力をお

ねがいいたします。

募　

集

各
種
訓
練
・
講
座
受
講
者
募
集

水
道
を
凍
結
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
0
8
2
4
）
62
・
8
5
0
0

■
１
月
か
ら
は
じ
ま
る
講
座

ワ
ー
ド
基
礎（
昼
）・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
（
昼
）・

パ
ソ
コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

基
礎
コ
ー
ス
・
エ
ク
セ
ル
基
礎
・

特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者

技
能
講
習

定
員
に
な
り
次
第
、受
付
締
切
り
。

（
開
催
日
・
時
間
・
定
員
・
受
講

料
な
ど
は
直
接
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

水
道
課

47
・
1
2
0
4

国
民
年
金
保
険
料

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

市
民
生
活
課

42
・
5
6
1
6

労
災
保
険
未
加
入
事
業
主
へ
の

費
用
徴
収
制
度
が
強
化
さ
れ
ま
す

２０
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

市
民
生
活
課

42
・
5
6
1
6

納
め
、
ま
た
は
免
除
を
う
け
た
人

が
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が
受
け
ら

れ
ま
す
。ま
た
、病
気
や
け
が
で
障

害
が
残
っ
た
り
、
一
家
の
支
え
手

が
な
く
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
も

年
金
を
受
け
ら
れ
、
思
い
が
け
な

い
人
生
の「
万
が
一
」も
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

献血にご協力ください献血にご協力ください献血にご協力ください
献血とは、輸血を必要としている患者さんに、皆さんが
自発的に「無償」で血液を提供するボランティアです。

①【
20
歳
以
上
の
学
生
】在
学
中
の

保
険
料
の
納
付
の
期
限
が
延
ば

さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

②【
20
歳
か
ら
30
歳
の
若
年
者（
学

生
以
外
）】同
居
し
て
い
る
世
帯

主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本

人
と
配
偶
者
の
所
得
要
件
で
保

険
料
の
納
付
の
期
限
が
延
ば
さ

れ
る「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

③
【
①
・
②
以
外
の
自
営
業
・
無
職

の
方
】
保
険
料
の
全
額
納
付
が

免
除
さ
れ
る「
全
額
免
除
」制
度

と
、
保
険
料
の
半
額
を
納
付
す

る「
半
額
免
除
」制
度
が
あ
り
ま

す
。

※
追
納
制
度
と
は
、
保
険
料
の
免
除
や

納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
に
、後
で
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

付
で
き
る
制
度
で
す
。
追
納
す
る
こ

と
に
よ
り
将
来
受
け
る
年
金
額
が
増

え
ま
す
。

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
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湯浅　　優

清水　礼都

舩川　珠美

和田　旺翼

狩野　真衣

猪上　那月

小笠原大仁

平岡　真奈

川上　ゆい

児玉　結衣

原　光太朗

門出　隼斗

斎藤　帆風

小笠原優奈

中元　陸人

杉原幸汰郎

六信　香歩

岡田　陸人

田中　咲李

大立　好音

的場　音斗

土河小南美

空き家バンクに登録を空き家バンクに登録を空き家バンクに登録を
　都会で暮らす人の一部に「田舎に移り住みたい」

とか「週末は田舎でゆっくり過ごしたい」という田

舎志向が急速に高まっています。一方で、この安芸

高田市を含む農山村地域は、少子高齢化が急速に

進み、今後は、大幅な人口の減少が見込まれており、

定住対策・人口増対策は急務となっています。

　市では、定住対策の一環として、田舎暮らしを希

望される方から特に問い合わせの多い「空き家」の

情報提供を受け付けています。

　将来的にも使わない「空き家」を貸したり、売っ

たりしてもかまわないと思っておられましたら、

市の「空き家バンク」に登録してく

ださい。空き家バンクに登録され

ますと、市のホームページなどで

希望者に情報を提供していきます。

登録・問い合わせ先：商工観光課　℡４７－４０２４



高宮支所市民生活課 ５７－０３１３

向原支所地域振興課 ４６－３１１２ 向原支所市民生活課 ４６－３１１３

向 原 掲 示 板
【第20回青少年の声を聞く会】

1月28日(土)13：30～　向原公民館講堂

○向原小学校、向原中学校、向原高等学校の児童・生徒

による意見発表　○活動発表　○講演会

【あけぼの健康教室】

1月17日(火)　13：30～15：00　坂6区集会所

【犬・猫の引き取り】

1月4日(水)・18日(水)10：00　向原支所

美土里支所市民生活課 ５４－０３１３ 美土里教育分室 ５９－２１２０
【リハビリ（にこにこ会）】

1月10日(火)  まなびホール　　
13：30～15：30

1月24日(火)　田園パラッツォ

【犬・猫の引き取り】1月12日（木）10：00　美土里支所

【げんき広場】

1月18日(水)　室内あそび

1月25日(水)　室内あそび

美土里掲示板

甲 田 掲 示 板

【リハビリ】1月11日(水) 10：00～14：00

　　　　　　　25日(水) 13：30～16：00

ふれあいセンターこうだ

【健康教室】

第5回　1月13日(金)　バランスのとれた食事

9：30～13：30　ふれあいセンターこうだ

【健康相談会】

1月24日(火)10:00～11:30  小原中央集会所

　　　　　　13:30～15:00  ふれあいセンターこうだ

【犬・猫の引き取り】1月12日(木)11：35　甲田支所

甲田支所地域振興課 ４５－４１１２

甲田支所市民生活課 ４５－５１２０ 甲田教育分室 ４５－４３１１
【移動図書】1月13日(金)・27日(金)　15：30～17：00

小田小学校、小原保育所、ケアハウス

【かみしばい会】1月21日(土)14：00～15：30　ミューズ

【市民セミナー 輝らら 】

1月25日(水)13：30～　ミューズ

【男性の料理教室】1月20日(金)甲田公民館

【心配ごと相談所】

1月16日(月) 13：30～15：30（行政相談委員・民生委員）

1月23日(月) 13：30～15：30（人権擁護委員・民生委員）

ふれあいセンターこうだ相談室

【行政相談所　開設】1月10日(火)9：00～12：00　向原

若者センター　奥田秀生（℡46-3270【自宅】）行政相談

委員が相談に応じます。

2627

保健医療課 ４２－５６１９

吉 田 掲 示 板高 宮 掲 示 板

情 報 掲 示 板各 支 所 発

【リハビリ】

1月10日(火)・30日（月）　13：30～15：30　吉田人権会館

【生活習慣病予防教室】1月18日(水)　9：30～12：00

吉田運動公園　運動・献立のたて方

【転倒骨折予防教室】

1月 6日(金)　丹比生活改善センター　
9：30～11：30

1月20日(金)　吉田運動公園

市民生活課 ４２－５６１６

C K

【犬・猫の引き取り】

1月4日(水)・18日(水)　9：30　市役所本庁
【望会（リハビリ）の集い】時間はいずれも13：30～15：30

1月10日(火)  美土里生涯学習センターまなび

1月24日(火)  田園パラッツォ

【犬・猫の引き取り】

1月12日(木) 9：00　安芸高田市高宮支所　

　　　　　　9：30　来原コミュニティセンター
くらしの総合相談会【心配ごと相談・行政相談・人権相談】

1月19日(木)10：00～15：00

吉田人権会館 ４２－２８２６

1月22日(日)第３回スポーツ少年団交流会

1月29日(日)安芸高田市ソフトバレーボール交流会

吉田運動公園 ４２－１０１０

1月28日(土)　みつやの里U－10交流会

吉田サッカー公園 ４２－１６００

高宮教育分室 ５７－１８０３
【移動図書館】

【おはなしタイム】

1月14日(土) 14：00～　図書館

1月19日(木)
13：15～志部府消防団詰所前
13：45～原山４叉路
14：15～上式敷集会所
14：55～二重谷集会所
15：30～熊高組
15：50～竹貞集会所前

1月20日(金)
13：15～福田橋付近
13：40～円仏組前
14：15～信木集会所前
15：00～野々原　上川様宅前
15：25～茂谷
　　　　新田様宅車庫前

吉田教育分室（吉田公民館） ４２－２４１１
【劇団風の子公演「おはなしちんどん」】

2月2日(木)

①　9：45開場　10：00開演　吉田保育所ホール

②13：45開場　14：00開演　可愛保育園お遊戯室

伝承あそびやおはなし（見立て芝居）の約１時間の内容　

入場無料

【絵本講座】

1月23日(月) 13：00～　吉田公民館 第１会議室

講座内容「絵本と自然のくらし」

講師　庄原市“ 絵本牧場ごんぼ ”　寺西玉実さん

【おはなし会】

1月21日(土) 15：30～　吉田公民館 第１会議室

八千代掲示板

八千代支所市民生活課 ５２－２１１３

【移動図書館さわやか号】

刈田地区　1月18日(水)／根野地区　1月19日(木)

【おはなし会】1月14日(土)11：00～11：30

八千代人権福祉センター研修室

【読書会】1月14日(土)13：30～15：30

八千代人権福祉センター研修室

八千代教育分室 ５２－２１１５

【行政相談所　開設】1月31日(火) 13：00～15：00

八千代保健センター相談室

藤本謙治（℡52－2048【自宅】）行政相談委員が相談に応じます。

八千代支所地域振興課 ５２－２１１２

【リハビリ】1月11日(水)・25日(水)　13：00～15：30

八千代人権福祉センター

【健康相談】1月19日(木)10：00～11：30　黒瀬集会所�

　　　　　　　　 　13：30～15：00　下根基幹センター

　　　　　1月20日(金)10：00～11：30　大又集会所�

　　　　　　　　 　13：30～15：00　刈田生活センター

【健康教室プラス１】

1月16日(月)　八千代人権福祉センター

1月31日(火)　上根集会所

時間はいずれも10：00～13：30　参加費100円

※米5勺・エプロン・三角巾を持参してください。

動きやすい服装で参加ください。

【転倒予防教室】

1月10日(火)・24日(火)9：30～11：30

八千代人権福祉センター　タオル・お茶などの飲み物

持参。動きやすい服装で参加ください。

【犬・猫の引き取り】

1月12日(木)10：50　B&G海洋センター


